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校
拡
大
し
、
市
内
の
全
て
の
小
学
校

校
で
実
施
す
る
予
定
で
、
子
ど
も

18た
ち
が
健
康
で
心
豊
か
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
、
不
測
の
災
害
に

備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
５
月
末
現

在
の
結
成
率
は
約

％
と
、
県
内
で
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も
１
、
２
位
を
争
う
高
い
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
災
害
に
即
応

で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、

各
組
織
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す

る
と
も
に
、
市
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た

実
効
性
の
あ
る
訓
練
へ
と
移
行
す
る

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

拝
原
最
終
処
分
場
適
正
閉
鎖
事
業

に
は
、
こ
の
事
業
に
賛
成
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
か
ら
、
再
三
に
わ
た
り
早

期
着
工
の
要
請
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
一
方
、
依
然
と
し
て
反
対
さ
れ

て
い
る
方
々
も
お
り
、
市
と
し
て
は
、

出
来
る
限
り
反
対
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
す

る
中
で
、
ご
協
力
出
来
る
と
こ
ろ
は
、

最
大
限
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
非
常
に
重
要
な
事
業
で
す
の
で
、

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
理

市
は
、
昨
年
か
ら
養
成
し
て
き
た
、

子
育
て
中
の
保
護
者
に
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
市
民
相
談
員
「
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
」
の
活
動
の
場
と
し
て
、

５
月
に
美
馬
市
観
光
文
化
資
料
館
内

に
子
育
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
開
設

し
ま
し
た
。
今
後
、
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
に
よ
る
悩
み
の
相
談
や
講
習
会

等
を
月
に
２
回
開
催
す
る
予
定
で
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。本

年
で
４
回
目
を
迎
え
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
５
月

日
に
実
施
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し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
有
意
義
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
繋
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
課
後
や
週
末
な
ど
に
小
学
校
の

空
き
教
室
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
を
提
供
す
る
た
め
の
「
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」
を
昨
年
度
は
小

学
校

校
で
実
施
し
、
保
護
者
や
地
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域
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
５

る
よ
う
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な

ど
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら

歳
以
上
の
す
べ
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て
の
高
齢
者
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
、
全
国
各
地

で
大
き
な
混
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、

本
市
で
は
、
幸
い
窓
口
で
の
面
接
や

電
話
で
の
相
談
な
ど
で
対
応
し
、
大

き
な
混
乱
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
国
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
の

見
直
し
案
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本

市
と
し
て
は
、
今
後
、
国
の
見
直
し

案
の
動
向
も
見
極
め
な
が
ら
、
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍

の
方
や
治
療
中
の
方
が
多
く
、
こ
の

こ
と
が
、
早
世
者
や
要
介
護
者
の
増

加
に
繋
が
っ
て
お
り
、
市
を
挙
げ
た

健
康
増
進
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、

健
康
増
進
計
画
「
健
康
み
ま

」
を
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策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
各
種
会
合
の
場

な
ど
へ
説
明
に
出
向
き
、「
市
民
の

力
で
広
げ
る
健
康
の
輪
～
見
直
そ
う

生
活
習
慣
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
健
康
づ
く
り
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

法
案
が
、
５
月
に
再
議
決
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
年
度
の
地
方
道
路
整
備

臨
時
交
付
金
の
見
込
額
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
市
に
対

す
る
交
付
金
は
、
当
初
予
算
計
上
額

を
上
回
る
額
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
が

ほ
ぼ
確
実
で
、
本
年
度
は
前
年
度
を

上
回
る
道
路
整
備
予
算
を
確
保
で
き

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
、

計
画
的
に
市
道
改
良
事
業
等
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
度
以

降
、
道
路
特
定
財
源
が
一
般
財
源
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
真
に

必
要
な
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
確
実
な
財
源
措
置
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国

等
に
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治

体
な
ど
に
寄
付
を
行
っ
た
場
合
、
現

在
住
ん
で
い
る
自
治
体
で
納
付
し
て

い
る
個
人
住
民
税
な
ど
か
ら
一
定
額

が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
の
導
入
を
契
機
と
し

て
、
本
市
ゆ
か
り
の
市
外
在
住
の
皆

さ
ま
に
、
寄
付
金
の
ご
協
力
を
頂
け

先
月
発
生
し
た
四
川
大
地
震
で
の

被
害
は
、
死
傷
者
、
行
方
不
明
者
を

あ
わ
せ
て

万
人
に
お
よ
ぶ
悲
惨
な
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状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
校

舎
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
は
、
公
立

小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
を
促
進
す

る
た
め
、「
地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
改
正
案
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

本
市
で
も
、
こ
れ
ら
耐
震
化
に
関
す

る
動
向
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
学

校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
施
設
の

耐
震
化
に
向
け
、
計
画
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
財
源
の
特
例
に
関
す
る
改
正

市市市市市市市市市市市市市市市市

長長長長長長長長長長長長長長長長

所所所所所所所所所所所所所所所所

信信信信信信信信信信信信信信信信

表表表表表表表表表表表表表表表表

市

長

所

信

表

明明明明明明明明明明明明明明明明明

６
月

日
の
平
成

年
６

13

20

月
美
馬
市
議
会
定
例
会
本
会

議
で
、
牧
田
市
長
は
市
政
の

重
要
課
題
等
に
つ
い
て
所
信

を
表
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
市
議
会
に
理
解
と
協
力
を

求
め
ま
し
た
。
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し
て
郵
便
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
人
件
費
な
ど
は
受
託
料

で
ほ
ぼ
賄
わ
れ
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
や
地
域
雇
用
の
推
進
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

の
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

中
国
雲
南
省
大
理
市
と
の
友
好
都

市
提
携
を
結
び
、
経
済
、
文
化
、
教

育
等
の
交
流
を
行
う
こ
と
は
、
非
常

に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、
本
市
と

大
理
市
と
の
相
互
理
解
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
、
民
間
交
流
等
を
含
め
た

交
流
計
画
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
提
携
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
、
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
、
友
好
都
市
提
携
を
実
現
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
以
降
、
中
国
か
ら
国

18

際
交
流
員
を
招
致
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
度
お
世
話
に
な
っ
た
張
雪
静
さ

ん
に
代
わ
り
、
４
月
か
ら
魏
紅
江
さ

ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
魏
さ
ん
は
、

雲
南
省
大
理
州
の
出
身
で
、
今
後
、

中
国
語
教
室
の
開
催
や
本
市
滞
在
の

中
国
人
研
修
生
へ
の
対
応
、
さ
ら
に

は
、
昨
年
来
、
進
め
て
い
る
中
国
雲

南
省
の
大
理
市
と
の
交
流
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

さ
れ
、
農
業
に
対
し
非
常
に
高
い
見

識
を
お
持
ち
の
方
々
で
構
成
し
た

「
美
馬
市
農
業
振
興
計
画
策
定
懇
話

会
」
で
の
ご
提
言
等
を
基
に
、
本
年

度
内
に
、
こ
の
計
画
を
定
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
選
定
か
ら

周
年
を
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迎
え
る
「
う
だ
つ
の
町
並
み
」
は
、

関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
県
西
部

屈
指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
本
市
の
観
光
振
興

に
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
森
博

愛
氏
か
ら
、
貴
重
な
民
族
資
料
を
有

す
る
森
家
住
宅
を
借
り
受
け
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
連
絡
会
で
は
、

森
家
住
宅
の
一
般
公
開
を
機
会
に
、

要
望
の
多
か
っ
た
個
人
向
け
ガ
イ
ド

に
も
取
り
組
む
と
お
伺
い
し
て
お
り
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
観
光
行
政
の
推
進
を
積
極
的

に
図
り
ま
す
。

木
屋
平
地
域
の
三
ツ
木
簡
易
郵
便

局
は
、
昨
年
１
月
末
に
一
時
閉
鎖
さ

れ
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
多
い
三
ツ

木
地
区
で
は
、
早
期
再
開
が
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
郵
便
局

株
式
会
社
と
協
議
の
上
、
三
ツ
木
集

会
所
の
一
部
を
改
修
し
、
市
が
受
託

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ね
ば
り
強

く
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
環
境
の
基
本
方
針
で
あ
る

美
馬
市
環
境
基
本
計
画
を
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
。
本
計
画
に
基
づ
き
、

本
市
が
目
指
す
環
境
像
を
「
自
然
と

人
に
や
さ
し
い
環
境
の
ま
ち
」
と
し
、

超
長
期
的
視
点
に
た
っ
て
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

特
に
当
面
７
年
間
を
推
進
期
間
と
し

「
河
川
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
歴
史

的
建
造
物
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
環
境
学
習
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
３
つ
の
事
業
を
重
点
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
や

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
下
あ

り
ま
す
。
本
市
で
は
小
規
模
の
経
営

農
家
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
農
家

数
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ

り
農
業
経
営
者
や
担
い
手
不
足
が
顕

著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、

今
後
の
美
馬
市
の
農
業
・
農
村
の
活

性
化
と
持
続
的
発
展
を
推
進
す
る
た

め
、「
美
馬
市
農
業
振
興
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
策

定
に
あ
た
り
、
地
域
の
特
色
を
熟
知

農
業
の
振
興

観
光
の
振
興

美
馬
市
環
境
基
本
計
画

ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
着
任
さ
れ
る

前
は
、
雲
南
農
業
大
学
で
教
鞭
を
執

ら
れ
、
畜
産
が
ご
専
門
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
農
業
分
野
で
の
交
流
も

進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
情
報
通
信
基
盤
の
基

礎
と
な
る
美
馬
市
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
は
脇
町
・
美
馬
地
区
で
「
加
入

者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
施
設
整
備
工

事
」
と
「
音
声
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム

の
整
備
工
事
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
行
政
情
報
・
災
害
緊
急

情
報
な
ど
の
ス
ム
ー
ズ
な
伝
達
や
、

都
市
と
地
方
に
お
け
る
情
報
通
信
格

差
の
解
消
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
や
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

本
市
の
中
で
も
、
特
に
木
屋
平
地

区
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
急

激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
こ
や
だ
い
ら
」
が
昨
年
９
月
に

設
立
さ
れ
、
４
月
か
ら
過
疎
地
有
償

運
送
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
交
通
手
段
の
な
い
お
年
寄
り
を

送
迎
す
る
た
め
の
事
業
や
地
域
の
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
農
林
業
作
業

支
援
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地

域
お
こ
し
事
業
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
集
落
の
活
性
化
の
取
り

組
み
に
対
し
、
支
援
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
が
自
治
会
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
、
限
界
集
落
が
数
多

く
存
在
す
る
山
間
地
域
を
中
心
に
自

治
会
組
織
の
再
編
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
自
治
会
長
や
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

の
50

自
治
会
に
お
い
て
複
数
の
自
治
会
が

連
携
し
た

の
自
治
会
連
合
会
が
発

13

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
自
治
会
の
再

編
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
Ｊ
Ａ
美
馬
谷
口
出
張
所
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、

オ
ラ
レ
の
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
６
月

日
に
本
市
と
鳴
門
市
、

19

松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組
合
と

「
設
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
防

犯
対
策
な
ど
、
施
設
や
周
辺
の
安
全

確
保
の
た
め
に
警
察
と
の
協
議
が
整

い
次
第
、
国
土
交
通
省
へ
設
置
許
可

申
請
等
の
所
定
の
手
続
き
を
行
い
、

月
の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

10

三
ツ
木
簡
易
郵
便
局
の
再
開

新
た
な
国
際
交
流
員
の
招
致

地
域
情
報
化

自
治
会
の
再
編

雲
南
省
大
理
市
と
の

友
好
都
市
提
携

鳴
門
競
艇
の

小
規
模
場
外
舟
券
売
り
場

「
オ
ラ
レ
」
の
誘
致

水
源
の
里
地
域
再
生
事
業



広報みま2008（平成20）年7月号 4

見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●２
穴
吹
町
舞
中
島
地
区
の
公
共
下
水

道
事
業
は
、
市
の
財
政
状
況
や
受
益

を
受
け
る
地
域
で
の
高
齢
化
・
過
疎

化
等
の
進
行
、
加
入
率
の
向
上
も
一

つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
吉
野
川
の
水
質
を
守
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
快
適
な
生
活
空

間
等
を
確
保
し
、
次
の
世
代
に
引
き

継
い
で
行
く
た
め
に
も
、
市
民
の
方

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

手
法
等
は
地
域
住
民
の
方
の
意
見
な

ど
を
伺
い
、
効
率
的
な
事
業
の
選
択

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。

企
画
総
務
部
長

●３
昨
年
度
、
施
工
し
た
穴
吹
・
木
屋

平
地
区
の
告
知
端
末
機
の
設
置
が
完

了
し
、
現
在
、
試
験
運
用
を
行
っ
て

い
る
。
本
年
度
、
施
工
す
る
脇
町
・

美
馬
地
区
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
中

旬
か
ら
、
工
事
の
日
程
調
整
が
つ
い

た
世
帯
か
ら
順
次
、
告
知
端
末
機
の

取
付
工
事
を
進
め
て
お
り
、
６
月
16

日
の
時
点
で
設
置
台
数
は
１
，
３
２

１
台
、
進
捗
率
は

％
と
な
っ
て
い

16

る
。
ま
た
、
各
世
帯
と
接
続
す
る

「
加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
施
設

整
備
工
事
」
は
、
工
事
請
負
契
約
の

承
認
を
受
け
て
か
ら
の
着
工
を
予
定

し
て
い
る
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
情

報
通
信
業
者
に
貸
し
出
す
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契

（
質

問
）

前
田

明
美

議
員

◎
穴
吹
保
育
所
新
築
に
つ
い
て

●１
穴
吹
保
育
所
新
築
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

●２
舞
中
島
地
区
の
中
止
に
つ
い
て

◎
情
報
通
信
に
つ
い
て

●３
情
報
通
信
全
般
に
つ
い
て

◎
美
馬
環
境
整
備
組
合
に
つ
い
て

●４
収
集
業
務
の
民
営
化
に
つ
い
て

●５
休
日
の
収
集
に
つ
い
て

（
答

弁
）

市

長

●１
穴
吹
保
育
所
は
築

年
で
、
市
内

28

６
保
育
所
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い

方
に
分
類
さ
れ
る
が
、
雨
漏
り
が
発

生
す
る
な
ど
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
穴
吹
保
育

所
な
ど
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
補
修
は
直
ち
に
修
繕
を
施
す

等
、
応
急
的
措
置
で
対
応
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
少
子
化
の

進
行
に
よ
る
保
育
所
・
幼
稚
園
の
小

規
模
化
は
保
育
効
果
や
教
育
効
果
の

低
下
、
ま
た
新
し
い
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

保
育
所
と
幼
稚
園
の
一
元
化
を
視
野

に
い
れ
た
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

の
検
討
会
を
設
け
、
制
度
、
施
設
の

状
況
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
、
児
童
施
設
に
対
す
る
方
向
性
を
、

●１
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
総
合
計

画
に
沿
い
、
計
画
的
か
つ
着
実
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
市
で
の

一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
総
合
計

画
で
は
地
域
別
の
計
画
は
策
定
し
て

な
い
。
し
か
し
、
市
全
域
で
の
均
衡

あ
る
発
展
は
、
非
常
に
大
切
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
種
の
施

策
展
開
の
際
に
は
、
各
地
域
の
特
色

や
市
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮

し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
美
馬

町
地
域
は
、
歴
史
的
遺
産
、
交
通
ア

ク
セ
ス
等
に
恵
ま
れ
、
幅
広
い
ま
ち

づ
く
り
が
望
め
る
地
域
と
認
識
し
て

お
り
、
総
合
計
画
に
沿
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

●２
私
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
共
創
と
協
働
」
の
実
現
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
は
、
市
政
運
営
上
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
分
庁
舎
執

務
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在

ま
で
の
市
長
公
務
日
程
の
中
で
は
、

残
念
な
が
ら
脇
町
庁
舎
・
美
馬
庁
舎
・

木
屋
平
総
合
支
所
等
の
庁
舎
執
務
に

つ
い
て
は
、
実
現
で
き
て
い
な
い
。

や
む
を
得
ず
、
当
面
の
措
置
と
し
て

私
や
副
市
長
は
、
会
合
等
各
庁
舎
へ

出
向
く
機
会
に
、
で
き
う
る
限
り
職

員
と
の
意
思
の
疎
通
や
地
域
の
方
々

と
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
今

後
は
、
で
き
る
限
り
時
間
を
見
つ
け
、

少
し
で
も
分
庁
舎
執
務
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会

だだだだだだだだだだだだだだだだ

よよよよよよよよよよよよよよよよ

議

会

だ

よ

りりりりりりりりりりりりりりりりり

６
月
議
会
定
例
会
が
６
月
13

日
か
ら

日
ま
で

日
間
の
日

26

14

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

美
馬
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
平
成

年
度
美
馬
市
一
般

20

会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議
案
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は
議

員
提
案
さ
れ
た
「
国
に
よ
る
公

的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林

野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意

見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
議
会
定
例
会

一
般
質
問
（
質
問
順
）

便
局
」
業
務
を
開
始
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

美
馬
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

法
律
の
題
名
が
改
め
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
美
馬
市
手
数
料
条
例
中
に

引
用
し
て
い
る
当
該
法
律
の
題
名
を

改
め
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

美
馬
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

簡
易
郵
便
局
業
務
を
郵
便
局
株
式

会
社
か
ら
受
託
し
、
非
常
勤
の
特
別

職
の
職
員
と
し
て
「
簡
易
郵
便
局
嘱

託
員
」
を
配
置
し
、
現
在
、
閉
局
し

て
い
る
木
屋
平
の
「
三
ツ
木
簡
易
郵

条

例

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

（
質

問
）

井
川

英
秋

議
員

◎
美
馬
市
の
将
来
に
向
け
て
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

●１
美
馬
町
に
つ
い
て

●２
分
庁
舎
執
務
に
つ
い
て

（
答

弁
）

市

長

予

算

平
成

年
度
美
馬
市
一
般
会
計
補

20

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
，

４
０
０
万
円
を
追
加
し
、
平
成

年
20

度
予
算
を
１
８
０
億
１
，
６
０
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

野
々
村
久
惠
氏
（

歳
、
北
）

53

人

事
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約
は
、
２
月
下
旬
に
覚
書
を
締
結
し
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
施
設
の
管
理
等
の

協
議
を
重
ね
、
今
後
、
６
月
下
旬
か

ら
７
月
上
旬
ご
ろ
に
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
と

設
備
の
保
守
契
約
を
結
ぶ
予
定
で
あ

る
。
次
に
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
者
側
で
各
放
送

局
に
対
す
る
再
送
信
同
意
申
請
や
総

務
省
へ
の
エ
リ
ア
拡
張
申
請
を
行
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
者
に

よ
る
と
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

加
入
募
集
は
７
月
頃
か
ら
説
明
会
を

行
い
、
８
月
頃
か
ら
サ
ー
ビ
ス
申
込

書
の
配
布
、
受
付
を
実
施
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス

開
始
時
期
は

月
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト

10

し
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

市
民
環
境
部
長

●４
美
馬
市
に
お
け
る
ご
み
収
集
を

行
っ
て
い
る
美
馬
環
境
整
備
組
合
の

収
集
体
制
は
、
可
燃
物
・
不
燃
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
等
を
収
集
車

台
、

12

臨
時
職
員
７
人
を
含
め

人
で
ご
み

24

の
収
集
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、

ご
み
の
減
量
化
や
分
別
排
出
に
よ
る

再
資
源
化
、
ご
み
減
量
の
啓
発
活
動

等
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
少
な
い

予
算
で
、
よ
り
多
く
の
効
果
が
出
る

体
制
と
は
ど
の
よ
う
な
体
制
か
、
県

内
の
状
況
や
三
好
市
、
東
み
よ
し
町

を
含
め
た
「
美
馬
・
三
好
ブ
ロ
ッ
ク
」

広
域
整
備
協
議
会
等
も
視
野
に
入
れ
、

媒
体
を
利
用
し
て
の
広
報
活
動
を
実

施
す
る
と
共
に
、
①

歳
か
ら

歳

40

64

被
保
険
者
へ
の
個
別
通
知
、
②
未
受

診
者
理
由
の
把
握
、
③
庁
舎
内
健
康

づ
く
り
推
進
チ
ー
ム
に
よ
る
受
診
勧

奨
、
④
青
年
期
か
ら
受
診
で
き
る
機

会
を
設
け
る
（
メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー

ス
健
診
の
継
続
）、
⑤
商
工
会
・
理
美

容
師
協
会
等
国
保
の
対
象
者
が
多
い

と
思
わ
れ
る
集
団
へ
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
、
⑥
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
保
護
者
対
象

に
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

を
実
施
、
⑦
健
康
づ
く
り
推
進
チ
ー

ム
等
を
通
じ
て
市
民
へ
の
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
、

⑧
健
診
内
容
の
調
整
（
時
間
・
場
所

等
）、
⑨
保
健
指
導
の
徹
底
・
充
実
、

⑩

～

歳
若
年
者
へ
の
受
診
勧
奨

40

50

（
訪
問
）
等
を
実
施
し
、
受
診
率
の
向

上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

と
は
、
集
団
全
体
に
働
き
け
る
こ
と
。

市
民
環
境
部
長

●３
現
在
、
市
の
公
共
交
通
の
主
体
で

あ
る
代
替
バ
ス
は
４
路
線
９
系
統
を

運
行
し
て
お
り
、
ま
た
５
校
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
９
区
域
で
タ

ク
シ
ー
等
に
よ
る
通
学
・
通
園
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
市
の
公
共
交
通

は
、
過
疎
化
の
進
行
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
、
①
生
活
交
通
の
確

保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

②
代
替
バ
ス
の
負
担
が
多
額
な
こ
と
、

お
り
、
引
い
て
は
医
療
費
の
社
会
保

障
費
の
高
騰
に
繋
が
る
こ
と
が
、
保

健
統
計
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
の
分

析
に
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
生

活
習
慣
病
の
治
療
の
現
状
は
、
平
成

年
度
末
の
美
馬
市
国
保
被
保
険
者

17１
２
，
７
２
４
人
の
う
ち
５
，
３
７

９
人
（

・
３
％
）
が
生
活
習
慣
病

42

の
治
療
を
受
け
て
お
り
、
特
に

歳
50

代
か
ら
生
活
習
慣
病
治
療
者
が
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

年
度
の

17

本
市
の
国
保
医
療
費
の
総
額
は

億
64

６
千
万
円
で
あ
り
、
こ
の
医
療
費
の

・
３
％
が
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も

78の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
市
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
健

康
み
ま

」
の
中
で
、
生
活
習
慣
病

21

の
予
防
に
重
点
を
置
き
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
方
に
こ
の
計
画
の
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
、
職
員
が
各
種
団

体
・
事
業
所
・
学
校
等
へ
出
向
き
、

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

●２
市
町
村
が
実
施
し
て
い
た
基
本
健

診
に
変
わ
り
、
平
成

年
度
か
ら
、

20

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
着
目

し
た
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

を
医
療
保
険
者
が
主
体
と
な
り
、
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
美
馬
市
の

健
診
受
診
率
は
、
平
成

年
度
が

19

・
０
％
で
あ
り
、
特
に

・

歳

19

40

50

代
の
若
年
層
の
健
診
受
診
率
が
低
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら

今
後
、
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
未
受
診
者
対
策
と
し
て
、
様
々
な

誕
生
し
た
。
本
市
と
し
て
は
、
商
工

観
光
業
振
興
条
例
に
基
づ
き
商
工
業

の
振
興
や
ま
ち
の
活
性
化
、
雇
用
の

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
美
馬
市
商
工

会
を
主
体
に
、
小
規
模
事
業
者
の
経

営
お
よ
び
技
術
の
改
善
を
図
る
各
種

事
業
に
対
し
、
な
お
一
層
の
支
援
措

置
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
・
県
の
動
向
や
諸
施
策
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
情
報
の
収
集
発
信
を
速
や
か
に
行

い
、
中
小
企
業
支
援
策
の
積
極
的
な

実
施
と
併
せ
、
新
規
事
業
所
の
誘
致

を
推
進
し
、
本
市
の
雇
用
促
進
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

藤
田

元
治

議
員

◎
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
つ

い
て

●１
生
活
習
慣
病
に
お
け
る
予
防
・
治

療
の
本
市
の
現
状

●２
健
診
等
の
向
上
等
に
つ
い
て

◎
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●３
現
状
の
本
市
の
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

●４
中
山
間
に
お
け
る
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

（
答

弁
）

保
健
福
祉
部
長

●１
美
馬
市
に
お
い
て
、
肥
満
者
の
増

加
や
生
活
習
慣
病
の
発
症
が
、
早
世

や
糖
尿
病
な
ど
が
原
因
で
あ
る
脳
血

管
疾
患
・
心
疾
患
・
人
口
透
析
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
招
い
て

職
員
の
勤
務
体
系
も
含
め
て
、
今
後

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●５
可
燃
ご
み
は
、
現
在
、
山
間
部
を

除
き
週
２
回
の
収
集
を
行
っ
て
い
る

が
、
祝
日
が
収
集
日
に
あ
た
る
場
合

に
は
、
週
１
回
の
収
集
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
夏
場
は
週
１
回
の
収
集
で

は
、
家
庭
で
の
ご
み
保
管
等
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査
検
討
し
、

休
日
の
収
集
体
制
の
拡
充
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

藤
川

俊

議
員

◎
地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
（
商

工
の
振
興
）

●１
地
場
産
業
の
振
興
と
雇
用
促
進

（
答

弁
）

市

長

●１
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
が
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
の
経
営
の
安
定
化
や
事
業
再

生
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
な

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
中

小
企
業
の
各
種
相
談
に
応
じ
る
機
関

で
あ
る
「
徳
島
県
中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促

し
、
再
生
可
能
な
事
業
所
に
対
し
支

援
策
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
を
進
め
る
上

で
商
工
会
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て

大
き
な
も
の
が
あ
る
が
、
４
月
に
市

内
４
商
工
会
が
合
併
し
、
県
下
有
数

の
会
員
数
を
誇
る
美
馬
市
商
工
会
が
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③
現
行
路
線
の
継
続
の
要
望
は
高
い

が
平
均
乗
車
密
度
は
低
く
利
用
が
少

な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
公
共
交
通

検
討
委
員
会
」
の
設
置
や
、
美
馬
地

区
で
路
線
バ
ス
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
交
通
弱
者
の
生

活
交
通
の
確
保
や
地
域
バ
ス
の
効
果

的
・
効
率
的
な
運
行
の
改
善
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
２
月
に
発
足
し
た
住
民

代
表
や
運
行
業
者
等
で
組
織
す
る
市

の
「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
十
分

に
協
議
を
図
り
、
本
市
の
現
状
に
即

し
た
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●４
中
山
間
地
域
は
特
に
高
齢
化
の
進

展
が
著
し
く
、
バ
ス
を
利
用
す
る
に

も
停
留
所
ま
で
が
遠
く
て
利
用
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
美
馬
地

区
の
路
線
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
現
行
の
バ
ス
路
線
の
延
長
や
週

１
日
程
度
の
路
線
と
路
線
を
結
ぶ
巡

回
運
行
の
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
公
共
交
通
検
討
委
員
会
」
や
「
地
域

公
共
交
通
会
議
」
で
検
討
・
協
議
し
、

必
要
性
や
効
果
性
の
高
い
地
域
に
つ

い
て
は
、
路
線
の
延
長
や
巡
回
運
行

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
合
登
録

や
住
民
の
混
乗
、
地
域
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
等
の
乗
り
合
わ
せ
制
度
が
可

能
か
ど
う
か
、
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

タ
ー
を
拠
点
に
、
５
月
に
「
生
徒
指

導
総
合
連
携
推
進
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
昨
年
度

組
織
し
た
「
美
馬
市
い
じ
め
等
対
策

連
携
協
議
会
」
の
取
り
組
み
を
含
め
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
関

係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
等

に
よ
り
、
多
様
な
問
題
行
動
の
予
防

や
健
全
育
成
に
向
け
、
実
践
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

●６
７
年
前
の
大
阪
教
育
大
学
付
属
池

田
小
学
校
で
の
痛
ま
し
い
事
件
は
、

学
校
の
不
審
者
対
策
が
不
十
分
だ
っ

た
た
め
、
被
害
児
童
の
増
大
や
救
助

の
遅
れ
、
犯
人
逮
捕
の
遅
れ
に
繋

が
っ
た
。
こ
の
事
件
を
教
訓
に
、
市

内
の
全
小
・
中
学
校
に
、
平
成

～
15

年
度
に
、
不
審
者
対
策
用
の
刺
股

16を
設
置
し
た
。
ま
た
各
学
校
で
、
警

察
署
の
協
力
の
下
に
、
不
審
者
対
策

教
室
を
開
き
、
児
童
生
徒
の
避
難
や

教
諭
に
よ
る
不
審
者
に
対
す
る
訓
練

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
不

審
者
対
策
に
お
け
る
防
護
品
も
含
め
、

さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●７
３
園
舎
か
ら
な
る
江
原
南
幼
稚
園

舎
は
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
、
特
に
昭

和

年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
園
舎
は

46
傷
み
が
激
し
く
、
修
繕
を
重
ね
な
が

ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
の
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
は
、
現

在
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
を
集
中
的

に
推
進
し
て
お
り
、
今
後
、
幼
稚
園

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。
各
学
校
で
は
、
い
じ
め

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
取
組
は

も
と
よ
り
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し

て
、
仲
間
づ
く
り
や
人
権
意
識
の
高

揚
、
保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
い
じ
め
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
日
常
の
取
組
も

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●４
教
職
員
が
、
児
童
生
徒
に
対
す
る

い
じ
め
や
い
じ
め
を
原
因
と
す
る
不

登
校
に
荷
担
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
教
職
員
の

不
祥
事
等
の
防
止
の
た
め
に
、
県
教

育
委
員
会
に
お
け
る
学
校
リ
ー
ダ
ー

研
修
や

年
研
修
等
へ
の
参
加
を
促

10

し
、
各
学
校
で
も
、
校
内
研
修
を
年

間
計
画
に
位
置
づ
け
、
教
職
員
が

職
責
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
資
質

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
身
体

の
健
康
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
に

も
十
分
な
配
慮
を
す
る
な
ど
、
今

後
も
さ
ら
に
適
正
な
指
導
を
行
う
。

●５
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た

「
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
「
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
に
対
応
す
る
初
期
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
、
各
学
校

で
具
体
的
な
対
応
を
実
践
的
に
理

解
さ
せ
る
な
ど
、
適
切
な
対
応
に

努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
本
市
で
は
、

文
部
科
学
省
よ
り
「
生
徒
指
導
総

合
連
携
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、
美
馬
市
青
少
年
育
成
セ
ン

●１
昨
年
度
よ
り
、
い
じ
め
・
不
登
校

等
の
問
題
や
特
別
支
援
教
育
に
対
処

す
る
た
め
に
配
置
し
た
「
学
校
教
育

指
導
員
」
が
調
査
し
た
結
果
、
本
市

の
「
い
じ
め
」
の
件
数
は
、
平
成
19

年
度
末
時
点
で
小
学
校
１
件
、
中
学

校

件
、
ま
た
、
平
成

年
度
５
月

10

20

末
現
在
で
は
小
学
校
２
件
、
中
学
校

０
件
だ
っ
た
。

●２
●３
昨
年
度
か
ら
「
学
校
教
育
指
導

員
」
が
、
定
期
的
に
各
学
校
を
巡
回

し
、
い
じ
め
等
の
早
期
発
見
や
学
校

で
の
生
徒
指
導
等
の
支
援
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、「
い
じ
め
等
対
策

チ
ー
ム
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
）」
と
「
い
じ
め

問
題
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、

学
校
・
保
護
者
・
教
育
委
員
会
が
一

（
質

問
）

三
宅

仁
平

議
員

◎
美
馬
市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て●１
市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
現

在
こ
う
云
っ
た
い
じ
め
問
題
は
内
包

し
て
い
る
の
か
ど
う
か

●２
あ
る
と
す
れ
ば
教
育
委
員
会
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か

●３
管
内
の
小
・
中
学
校
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
否
か

●４
他
県
に
お
い
て
は
、
男
性
教
諭
が

い
じ
め
を
し
て
女
子
中
学
生
徒
を
不

登
校
に
お
と
し
い
れ
た
事
案
も
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は

全
教
員
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
指
導

を
し
て
い
る
の
か

●５
万
が
一
、
い
じ
め
問
題
が
発
生
し

悲
惨
な
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
の
か
、
又
、
そ
う

云
っ
た
事
案
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
出
来
て
い
る
の
か
否
か
。
防
止
対

策
は
出
来
て
い
る
の
か
否
か

◎
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
（
小
・
中

学
校
）

●６
刺
股
の
購
入
に
つ
い
て

◎
江
原
南
幼
稚
園
の
建
て
替
え
に
つ

い
て

●７
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
建
て
替

え
、
又
、
耐
震
工
事
の
予
定
は
あ
る

か（
答

弁
）

教

育

長
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舎
も
計
画
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
美
馬
市

で
は
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
将

来
を
見
据
え
、
幼
稚
園
・
保
育
所
を

一
元
化
し
た
「
認
定
子
ど
も
園
」
へ

の
移
行
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
江
原
南
幼
稚
園
の

施
設
の
建
て
替
え
や
耐
震
工
事
に
つ

い
て
も
、
幼
保
一
元
化
に
よ
り
他
の

園
舎
・
保
育
所
と
の
統
合
を
踏
ま
え
、

幼
稚
園
・
保
育
所
全
体
で
の
検
討
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

阪
口

克
己

議
員

◎
学
校
給
食
に
つ
い
て

●１
食
材
コ
ス
ト
高
へ
の
対
応
は

●２
将
来
の
市
内
給
食
の
基
本
的
考
え

は●３
地
産
地
消
の
対
応
は

◎
公
共
施
設
の
耐
震
等
に
つ
い
て

●４
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

◎
道
路
、
橋
等
の
寿
命
、
延
長
に
つ

い
て

●５
基
本
対
策
は
。
又
、
維
持
管
理
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か

（
答

弁
）

教

育

長

●１
美
馬
市
の
学
校
給
食
は
、
合
併
前

の
旧
町
村
の
形
態
を
継
続
し
て
お
り
、

統
一
さ
れ
た
運
営
方
式
で
は
な
い
た

め
、
各
給
食
施
設
ご
と
に
食
材
コ
ス

ト
高
騰
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

「
穴
吹
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

他
の
地
域
よ
り
安
価
な
給
食
費
で

第

回
全
国
市
議
会
議
長
会
に
お

84

い
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
表
彰武

田

保
幸

議
員

藤
川

俊

議
員

三
宅

仁
平

議
員

中
山

繁

議
員

山

泰
章

議
員

故

中
川

昭
彦

議
員

き
上
げ
も
考
慮
し
な
が
ら
、
美
馬
市

教
育
振
興
計
画
に
基
づ
く
優
先
順
位

に
よ
り
、
着
実
に
耐
震
化
を
推
進
す

る
。建

設
部
長

●５
現
在
の
市
道
や
道
路
構
造
物
の
多

く
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
自
動
車

交
通
の
拡
大
す
る
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
少
な
い
経
費
で
多
く
造
ら
れ

た
。
こ
の
道
路
は
、
建
設
後
、
約
30

年
以
上
が
経
過
し
、
適
切
な
維
持
管

理
を
行
う
た
め
に
、
改
良
や
防
災
対

策
、
大
規
模
な
補
修
等
が
必
要
な
箇

所
が
数
多
く
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
路
改
良
や
防
災
対
策
な

ど
の
大
規
模
な
補
修
等
に
つ
い
て
は
、

美
馬
市
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
従

来
ど
お
り
、
国
、
県
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
小
規
模
な
補
修
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
緊
急
性
や
重

要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

中
に
道
路
台
帳
の
統
合
化
の
中
で
台

帳
整
備
を
図
り
、
来
年
度
か
ら
重
要

幹
線
道
で
、
交
通
量
が
多
い
所
や
迂

回
路
も
な
く
重
要
性
の
高
い
橋
梁
で
、

橋
長

ｍ
以
上
の
長
大
橋
か
ら
専
門

15

家
に
よ
る
点
検
調
査
を
行
い
、
デ
ー

タ
化
し
て
、
補
修
や
架
け
替
え
の
優

先
順
位
を
決
め
る
「
長
寿
命
化
計
画
」

を
た
て
、
整
備
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

童
・
生
徒
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
恵
み

や
作
り
手
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
の
醸

成
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
教

育
的
効
果
が
非
常
に
大
き
い
と
期
待

し
て
い
る
。
市
の
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
で
、
平
成

・
19

20

年
度
と
岩
倉
小
学
校
が
給
食
食
材
の

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
児

童
の
偏
食
傾
向
を
減
少
さ
せ
る
等
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
リ

バ
リ
ー
給
食
で
は
、
平
成

年
度
か

19

ら
、
委
託
業
者
に
対
し
て
食
材
の
産

地
指
定
を
行
い
、
地
産
地
消
が
他
の

学
校
給
食
施
設
へ
波
及
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
給
食
食

材
の
品
目
ご
と
に
、
美
馬
市
産
農
産

物
等
の
割
合
の
目
標
値
を
設
定
し
、

各
調
理
場
に
お
け
る
地
産
地
消
の
取

り
組
み
の
強
化
を
図
り
た
い
。

●４
文
部
科
学
省
に
よ
る
学
校
施
設
耐

震
化
推
進
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
17

年
度
を
初
年
度
に
、
順
次
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。
耐
震

化
が
必
要
と
な
る
市
内
の
学
校
施
設

は
、
幼
稚
園
７
園
８
棟
、
小
学
校
12

校

棟
、
中
学
校
４
校
６
棟
、
計

25

23

校

棟
で
あ
る
。
平
成

年
度
に
美

39

19

馬
中
学
校
、
平
成

年
度
に
江
原
北

20

小
学
校
、
平
成

年
度
に
穴
吹
小
学

21

校
、
平
成

年
度
に
木
屋
平
中
学
校

22

と
耐
震
補
強
や
改
築
工
事
を
進
め
る

計
画
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
事
業
国
庫
補
助
率
の
引

あ
っ
た
た
め
、
食
材
コ
ス
ト
の
対
応

と
と
も
に
市
内
給
食
費
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
４
月
か
ら
１
食
に
つ
き

円
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、

20脇
町
地
区
の
３
つ
の
共
同
調
理
場
と

木
屋
平
共
同
調
理
場
は
、
食
材
や
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

値
上
げ
を
せ
ず
に
現
行
の
給
食
費
を

維
持
し
て
い
る
が
、
美
馬
西
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
秋
に
も
１

食
あ
た
り

円
の
値
上
げ
を
計
画
し

20

て
い
る
。
今
後
、
物
価
高
騰
の
予
測

は
難
し
い
が
、
子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
、
保
護
者
へ
の
負
担
を
い
か
に

少
な
く
す
る
か
に
つ
い
て
、
学
校
給

食
の
効
果
的
な
運
営
方
法
を
含
め
、

総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

●２
現
在
、
美
馬
市
の
学
校
給
食
施
設

は
、
旧
町
村
単
位
の
運
営
方
法
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
合
併
時
に
、

市
内
に
あ
る
各
調
理
場
が
、
比
較
的

新
し
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧

町
村
の
形
態
を
継
続
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
を
有
効
に
活
用
し
、
各
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
給
食
の
提
供
を
行
う

と
い
う
方
針
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

今
後
、
食
育
の
観
点
か
ら
、
学
校
給

食
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

学
校
給
食
の
提
供
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●３
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の

取
り
組
み
は
、
地
元
生
産
者
と
児

第

回
四
国
市
議
会
議
長
会
定

70

期
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
表
彰武

田

保
幸

議
員

藤
川

俊

議
員

三
宅

仁
平

議
員

故

中
川

昭
彦

議
員

一
般
表
彰中

山

繁

議
員

山

泰
章

議
員

前
田

良
平

議
員

谷

明
美

議
員

三
宅

共

議
員

河
野

正
八

議
員

小
林

一
郎

議
員

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

四
国
市
議
会

議
長
会
表
彰
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四国のまほろば
美馬市をめざして

美馬市の総合計画における実施計画について、

前月号に引き続き、今回は「第４章 活力がみな

ぎるまちをつくる」、「第５章 人が集い交流が

生まれる魅力あるまちをつくる」、「第６章 市

民と行政による共創・協働のまちをつくる」の

主な概要を掲載します。

第４章 活力がみなぎるまちをつくる

Ⅱ 美馬文化を継承・創造する
◎文化財等の保護、保存

○国指定史跡「郡里廃寺跡」整備事業【生涯学習課緯碓63２１７７】

史跡整備に必要な情報収集のための発掘調査および資料整理

を行います。

○国指定史跡「段の塚穴」土地取得事業【生涯学習課】

史跡指定地の公有化による保存・管理体制の強化を図ります。

○重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業【生涯学習課】

選定地域内の建造物修理・修景に対する助成を行います。

Ⅰ 暮らしを支える地域産業の活性化を図る
◎農業の振興

○農地・水・環境保全向上対策事業【農政課緯碓52２６３３】

農村環境を適切に保全するため、脆弱化しつつある地域共同

活動の再構築を図る集落に補助金を交付します。

○特産品開発販売促進事業【経済部緯碓52２６３３】

地域資源を活用した特産品の生産、販売システムの確立によ

り新たな美馬ブランドを創出します。

▲昨年度作成した美馬市観光パンフレット

▲市移住促進協議会の会議

▲発掘調査が進む国史跡「郡里廃寺跡」

Ⅰ 都市間交流の促進を図る
◎広域交流の促進

○若者定住促進事業【ふるさと振興課緯碓52８００９】

定住促進団地における未分譲地の販売促進を図ります。

○移住定住促進事業【ふるさと振興課】

市外から移住および交流希望者の相談・案内窓口として、移住

交流センターおよび地域定住アドバイザーの設置を行い、本

市への移住を促進します。

第５章 人が集い、交流が生まれる魅力あるまちをつくる

Ⅱ にぎわいを生み出す観光の振興を図る
◎観光資源の整備

○観光振興事業【商工観光課緯碓52２６４４】

観光パンフレット、ポスターの作成。観光イベントおよび各

種支援を行います。

○まちづくり交付金事業（脇町中心地区）【監理課緯碓52５６０７】

うだつの町並み周辺の整備を行い、遊歩道、休憩所、案内板な

どの整備を実施します。

▲年間約20万人が訪れるうだつの町並み
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５月号から３回にわたり実施計画の内容についてピックアップして掲載しました。

平成19年度から平成21年度までの実施計画については、総務課、脇町・美馬総合窓口課、木屋平総合支所、

また、市のホームページでも閲覧できます。

「四国のまほろば 美馬市」の実現に向け、市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

詳しくは、総務課緯碓52１２１２へ。なお、各事業内容の詳細については、【各担当課】までお問い合わせくだ

さい。

第６章 市民と行政による共創・協働のまちをつくる

Ⅰ 市民との共創・協働によるまちづくりを推進する
◎市民の主体的な地域づくりの推進

○自治会共創と協働モデル事業【ふるさと振興課】

自治会の連携による共同まちづくり事業への助成を行います。

○水源の里地域再生事業【ふるさと振興課】

人口減少、高齢化の著しい地域等において、官民の多様な主体

が協働し、地域資源を活用してコミュニティを創生しようと

する活動に対し助成します。

Ⅱ 将来を見据えた自治体経営を推進する
◎効果的・効率的な行財政運営の推進

○事務事業評価事業【総務課緯碓52１２１２】

事務事業の目的を明確にし、指標を用いた評価を実施するこ

とにより的確な事業遂行を確保します。

○電子入札制度導入事業【契約管財課緯碓52８００８】

より公平・公正な「入札制度改革」をめざし、電子入札制度を

導入します。

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

▲美しい自然を残す木屋平地区

厚

生

労

働

大

臣

特

別

表

彰

奥
村
ヤ
ス
ヱ
さ
ん
（

歳
・
宝
）、
吉
野
峯
子
さ
ん
（

歳
・
神
田
）、

75

76

那
賀
悦
子
さ
ん
（

歳
・
土
場
）
が
、
先
ご
ろ
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

75

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

年
以
上
在
職
し
、

15

75

歳
以
上
の
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
奥
村
さ
ん
ら
は
旧
穴
吹
町
で
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成

年
に
退
任
。
同
委
員
活
動
に

19

長
き
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
徳
島
県
民
会
議
表
彰
が
、

６
月

日
に
徳
島
県
庁
で
開
か
れ
、
木
屋

12

平
小
学
校
（
児
童

人
、
職
員

人
）
が

23

13

「
は
ば
た
き
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
小
学
校
は
「
緑
豊
か
な
剣
山
系
に
囲

ま
れ
、
美
し
い
穴
吹
川
の
流
れ
る
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ワ
タ
ナ
ベ
ソ
ウ

の
栽
培
や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど

の
自
然
・
環
境
美
化
活
動
を
、
家
庭
・
地

域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
日
常
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
徳
島
県
民
会
議
表
彰
に

木
屋
平
小
学
校
が
受
賞

▲那賀 悦子氏

▲奥村ヤスヱ氏

▲吉野 峯子氏
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平成19年に所得が減って、所得税が課されなかった人へ

税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる

住宅ローン控除額が減る場合があります。平成11年か

ら平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除

を受けている人で、所得税から控除しきれなかった額

がある場合は、申告により、平成20年度の住民税（所

得割）から控除できることとなっています。

申請期限は過ぎていますが、やむを得ない理由があ

る場合は、申請を受け付けます。まだ申告書を提出さ

れていない人は、速やかに申告をお願いします。

●住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、

毎年申告が必要です。

●平成19年以降に入居した場合は、住民税の住宅

ローン控除の適用はありません。

平成19年に行われた税源移譲により、ほとんどの人は市民税・県民税の負担が増え、その分所得税が減り

ました。しかし、平成19年に所得が減少し所得税が課されなくなった人は、市民税・県民税の負担だけが増

えたことになります。このような場合、申告により平成19年度分の市民税・県民税のうち税源移譲により増

えた分を減額し、すでに納付されている人には還付します。

美馬市では、該当すると思われる人に、

市・県民税減額申告書を送付していますので、

該当の人は必ず申告してください。
申告書の提出は平成19年１月１日の時点でお住まいの市区町村です。

◎平成19年中に転出入された人および該当すると思われる人で減額申告

書が届かない場合は、税務課までご連絡ください。

平成19年分の所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった人で
住民税の住宅ローン控除の申告をお忘れの人はいませんか？
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国民健康保険税のしくみが変わりました！
国民健康保険から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）へ移行した人がいる世帯の人へ

今年４月から新たに「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」が始まったことにより、国民健康保険税の計

算のしかたなどが大きく変わりましたので、主な変更点についてお知らせします。

軽減の特別措置があります

世帯構成や収入が変わらない人で、次の要件を満たす人

①長寿医療制度（後期高齢者医療制度）へ移行することにより、世帯の国民健康保険の加入者数が減少

しても、５年間は従前と同様の減額が受けられるよう減額を行います。

②長寿医療制度に移行することにより、国民健康保険の加入者が１人となる世帯には、５年間世帯別平

等割額が半額になります。

国民健康保険税の年金からの天引きを開始します（平成20年10月より）

★２割軽減を受けるための申請は、平成20年度から不要です。

前年度所得の申告をしていない世帯は正しく減額判定ができません。必ず申告をしてください。
【問い合わせ先】税務課緯碓52５６０２、碓52５６０３

これまで国民健康保険税の納付の方法については、納税通知書（納付書）または口座振替のどちらか

の方法で納付していただいていましたが、美馬市では平成20年10月より特別徴収の対象となる人につ

いては、原則として受給されている年金から天引きによる納付方法にかわります。

○次のすべてに該当する人は、年金から特別徴収（天引き）による納付の対象となります。

①世帯主が国民健康保険の加入者である

②世帯の国民健康保険の加入者全員が65歳以上75歳未満である

③年額18万円以上の公的年金受給者

④国民健康保険税と介護保険料の合計額が年金受給額の２分の１以下である

※年度の途中で加入者に異動があった場合や国民健康保険税額が変更された場合、従来の納税通知書（納付書）または

口座振替による納付方法となることがあります。

特別徴収

例④ 例⑤ 例⑥

世帯主72歳
（国保）

配偶者68歳
（国保）

世帯主72歳
（国保）

配偶者78歳
（長寿医療）

世帯主72歳
（国保）

子33歳
（社保）

配偶者68歳
（国保）

特別徴収と普通徴収の判定例

例① 例② 例③

世帯主72歳
（国保）

配偶者63歳
（国保）

世帯主78歳
（長寿医療）

配偶者73歳
（国保）

世帯主72歳
（国保）

子33歳
（国保）

配偶者68歳
（国保）

普通徴収

特別徴収

普通徴収

特別徴収

普通徴収
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全国小学生学

年別柔道大会徳

島県予選が６月

８日に行われ、

篠原真璃さん（江

原南小６年）が６

年生女子軽量級

の部で見事、栄

冠に輝きました。

篠原さんは昨

年、同５年生の

部で優勝してお

り、２年続けて

の県制覇。８月

24日から静岡県で開かれる同全国大会に出場

します。「最後の大会となるので予選を突破し

て、目標は全国ベスト８」と話す篠原さんの横

顔には静かなる闘志が感じられました。きっ

といい成績を収めてくれることでしょう。

～全国小学生学年別柔道大会県予選で
篠原さんが２連覇達成～

徳島県小学生相撲五月大会（美馬青年会議所

主催）が６月８日、うだつアリーナで開かれま

した。

県内各地から集まったちびっ子力士58人で

競われたトーナメント戦では、豪快な投げ技を

披露する子どもも登場。土俵内外から大きな歓

声が上がっていました。また、熱戦の間に行わ

れたエキシビジョンでは、子どもたちが脇町出

身の元幕内力士時津洋さんに挑戦。子どもたち

は、押しても引いてもびくともしない時津洋さ

んに悪戦苦闘しながらも、終始笑顔で取り組ん

でいました。

～ちびっこ力士に大きな歓声～
徳島県小学生相撲五月大会

美馬市青少年育成センターと美馬警察署で

は、児童の安全対策の一環として、６月９日、

宮内小学校の教師や児童、園児48人を対象に、

不審者侵入に対する訓練を行いました。

訓練では、学校に不審者が侵入したと想定

し、児童の安全な避難方法や身の守り方、教師

による不審者の撃退方法などを同センター職

員や警察官が指導。教師や児童らは、万が一

のときに備え、常日頃から心構えや対策を考

え、訓練を行うことの大切さを学びました。

～万が一のときのために～
不審者侵入訓練を実施

美馬町の旧JA美馬谷口出張所に開設を予定

している場外舟券売り場「オラレ」の設置に関

する行政協定書調印式が、６月19日に行われま

した。

調印式では、牧田市長、吉田鳴門市長、広瀬

松茂町長が協定書に署名。協定ではオラレの売

上高に応じて2～2.5％が美馬市に支払われる

ことなどを決めています。牧田市長は「県西部

の皆さんにオラレを利用していただき、売上の

一部をご協力いただいた地域の皆さんへ還元し

たい」とあいさつを述べました。

～オラレ美馬（仮称）の設置に
関する行政協定書に調印～
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美馬市身体障害者連合会脇町支部（中村好美

会長）と美馬市老人クラブ連合会脇町支部（大

塚潔会長）の会員、美馬市警察署職員ら約15

人が６月24日、マルナカ脇町店前で交通安全

キャンペーンを行いました。

同会員らがマルナカに訪れた人々にチラシ

などを配布し、安全運転を呼び掛けました。

市身体障害者連合会の中村会長は、「今まで身

体障害者がボランティア活動をを行う機会は

少なかった。これからは積極的に社会貢献活

動を行いたい」と話していました。

～全席座席でシートベルト着用を！
各地で交通安全キャンペーンを実施～

美馬市身体障害者連合会、美馬市老人クラブ連合会

美馬市身体障害者連合会穴吹支部（大西正之

会長）と美馬市老人クラブ連合会穴吹支部（吉

野定義会長）の会員、美馬警察署職員ら約30

人が６月10日、穴吹町八幡神社交差点で交通

安全キャンペーンを実施しました。

八幡神社周辺では、穴吹バイパスの開通以

来事故が多発しており、両会員らが事故を防

ぎたいとキャンペーンを実施。同交差点での

一時停止や全座席シートベルト着用を呼び掛

けました。

●朝ごはんのススメ
朝食を抜くということは、体はもちろん、脳や精神状態にも悪い

影響を与えてしまいます。朝食を抜いて学校や仕事に行ったり

すると、イライラしたり、集中力が出ないときはありませんか？

これは脳のエネルギーが不足していることが原因なんですよ。

●なぜ朝9時までに食べるの？
食べたごはんが、脳のエネルギー源であるブドウ糖に変わるには、食後

約30分から１時間かかります。 そのため、仕事や学校が始まる朝９時

までに食べると、１日シャキッと過ごせるようになりますよ！

●カンタン朝おにぎり
日本人は、主食の「ごはん」に比べ、おかずの量が多く、食事のバランスが悪い

人が多いんです。そんな人に１日の食事バランスを保つためにも、朝ごはんに

「おにぎり」をおすすめします！朝食を家で食べられなくても、学校や会社の始ま

る９時までに食べるだけで、充実した1日を過ごせるようになりますよ。

朝９時までにたべる→１日シャキッ！

め ざ ま し ご は ん

▲「めざましごはんキャンペーン」の
一環として美馬市役所で、6月17日
～24日の間パネル展示が行われまし
た。

いい１日は、

朝ごはんから!!
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市民ボランティア団体「中鳥川・桜・人の会（松浦広

志会長）」が呼び掛け、社会人ラグビーチーム「ＴＷＭＣ」、

地域住民ら約60人が、６月15日、美馬町中鳥の中鳥川

周辺、約20,000㎡で清掃ボランティアを行いました。

中鳥川周辺は、野鳥や木々など豊富な自然があり、こ

の自然に子どもたちに親しんでもらいたいと、中鳥川に

生い茂った雑草や空き缶拾いに汗を流しました。

～美馬町中鳥川で
草刈りボランティア～

●受付機関 平成21年３月31日まで

●取扱金融機関 阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、阿南信用金庫、

徳島県信用農業協同組合連合会、徳島県信用漁業協同組合連合会

●問い合わせ先 徳島県農林水産部林業振興課木材生産流通担当緯０８８621２４４８

（この制度による住宅ローンの金利優遇は、取扱金融機関の協力により実施されています）

■□◇森を木づかう住宅資金貸付制度のご案内◇□■
～認証木材を使用して新築・リフォームされる人に金利優遇を実施します～

徳島県内で生産された木材がたくさん利用されることで、県土の保全や地球温暖化防止に繋がります。

あなたの「木づかい」をお待ちしてます!!

●貸付の内容

認証木材使用リフォーム（ﾘﾌｫーﾑ、増改築）認証木材使用住宅（新築、建売）

９００万円２，０００万円上 限 金 額

2.3％（平成20年７月時点：金利は金融情勢により変動する場合あり）
詳しくは、取扱金融機関の店頭または県ホームページで案内しています。

貸 付 金 利
10年固定型

各取扱金融機関の定めによります。そ の 他

▲中鳥川周辺で約60人が汗を流しました

県西部では南海地震が発生すると、多くの集落で孤立

状態になるといわれています。孤立化に強い地域づく

りをめざし、６月27日、木屋平総合支所で研修会が行わ

れました。研修には木屋平地区各自主防災会会員や防

災関係者ら約80人が参加。（財）ひょうご震災記念21

世紀研究機構から講師を迎え、講演会とワークショップ

が行われました。

広範囲での災害発生時には行政機関の救援はすぐに

は難しいといわれる中で、孤立化したときに何に困るの

か、どういった行動が取るべきなのかを真剣に話しあい

ました。今後、図上訓練や実地訓練などを行う予定です。

～災害で孤立した！何に困る？木屋平で孤立化対策研修～

▲災害時の行動を話し合う参加者
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■防災マップの見直しをしませんか。

自主防災会結成時に作った防災マップが、結成当時のままではない

ですか？期間がたてば、見直しを行う必要も出てきます。

■防災訓練をしませんか。

結成時に防災訓練を行ったものの、その後の活動が滞っていません

か？地域の自主防災会で定期的に防災訓練を行いましょう。

■防災研修を行いませんか。

防災に対する知識を持つことも大切なことです。「寄り合い防災講

座」など出前講座もありますので、防災研修を行いましょう。

鞄自主防災組織を結成しても活動が伴わなければ意味のない

ものになってしまいます。マップの見直し・防災訓練・研

修などはお気軽に下記担当までご相談ください。地域の実

情にあった活動を行いましょう。

○防災マップの見直し・・危機管理課・美馬市社会福祉協議会

○防災訓練・・危機管理課・美馬市消防本部・美馬西部消防組合

○防災講習・・危機管理課

自 主 防 災 会 の 皆 さ ん へ

【問い合わせ先】危機管理課緯碓52１６７７ 美馬市消防本部緯碓52３０６１

美馬西部消防組合緯碓63２２１４ 美馬市社会福祉協議会緯碓53７４３２

消防団活動に貢献していただける市内18事業所に、６月４日、美馬市では初め

て消防団協力事業所として認定し、社屋に掲示する表示証を交付しました。

消防団協力事業所とは、従業員が消防団員として出動・訓練を行う際に勤務上の

配慮をしたり、災害時に資機材を提供するなど、消防署と協力体制を取っていただ

ける企業です。市は、認定事業所の協力を通じて、地域防災体制がより一層充実す

るものと期待しています。

今回、認定を受けた事業所は次のとおりです。

美馬農協営農管理センター、ＪＡ美馬・岩倉・穴吹・口山・木屋平各支所、美馬森

林組合、ウッドピア、ホウエツ病院、喜多自動車、藤岡石油、グリーンレミコン、

松尾建材、久保組、原田組、梅津建設、田村組、平田組

美馬市消防団協力事業所に、18事業所を認定

阪神・淡路大震災では、建物に閉じこめられた人のうち、９５％

の人が自力または家族、隣人などに助けられました。

「自主防災組織」とは、災害時に地域の人々が自発的に防災活

動を行う組織です。「自分たちのまちは自分たちで守る」という

心がまえで、積極的に自主防災組織の活動に参加し、災害に強

いまちをつくりましょう。

※美馬市には現在237の自主防災組織が結成されています。

自主防災組織とは？
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【問い合わせ先】
穴吹川筏下り大会実行委員会〔商工観光課（穴吹庁舎）内〕

〒777-8577 美馬市穴吹町穴吹字九反地5番地 緯 碓52２６４４ 思 碓52１７０４
メールアドレス：info@mima-kanko.jp

『『『『『『『『『『『『『『『『穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹川川川川川川川川川川川川川川川川筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏下下下下下下下下下下下下下下下下りりりりりりりりりりりりりりりり大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会写写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真真ココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテスススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトト』』』』』』』』』』』』』』』』応応応応応応応応応応応応応応応応募募募募募募募募募募募募募募募募要要要要要要要要要要要要要要要要『穴吹川筏下り大会写真コンテスト』応募要領領領領領領領領領領領領領領領領領

○規 格 等 ワイド四つ切りで応募は１人３点まで

○応募締切日 ８月15日（金）（延期の場合は８月22日（金）

○表 彰 最優秀賞１点、優秀賞２点、入選２点。賞金が贈られます。

○応 募 方 法 作品に申込用紙を添付して、同実行委員会に提出してくださ

い（郵送も可能）。申込用紙は美馬市ホームページからダウン

ロードできます。

○そ の 他 入賞者には９月初旬に個人通知します。

応募作品は、同実行委員会に帰属し、返

却はしないのでご了承ください。作品

はブルーヴィラあなぶきで展示します。

穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹川川川川川川川川川川川川川川川川筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏筏下下下下下下下下下下下下下下下下りりりりりりりりりりりりりりりり大大大大大大大大大大大大大大大大穴吹川筏下り大会会会会会会会会会会会会会会会会会
●午前10時00分～ 開会式／ブルーヴィラあなぶき下河川敷

●午前10時20分～ 中学生の部スタート／天神ふれあい広場下

●午前10時30分～ 一般の部スタート／ブルーヴィラあなぶき下河川敷

●午前11時30分～ 一般エンジョイの部スタート／ブルーヴィラあなぶき下河川敷

※小雨決行／雨天、増水の場合は８月10日（日）

に延期８月

日
（日）３

穴穴
吹
川
筏
下
り
大

穴
吹
川
筏
下
り
大
会会

第22第22回回

真夏の恒例イベントとして、今年も水質四国一の清流・穴吹川を舞台に筏下り大会が

開催されます。

大会では筏下りレースのほか、写真コンテストなどが行われます。選手としてレース

に出場または沿岸から応援にと、皆さん、ぜひ遊びに来てください。

市
、
穴
吹
川
筏
下
り
大
会
実
行
委
員
会
主
催
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８月11日～13日に、脇町うだつの町並み周辺でいろいろなイベントが開かれます。

11日の第３回うだつ黄門まつりオープニングでは、うだつの町並みで徳島県警察音

楽隊による演奏・パレードを皮切りに、うだつの町並み・吉田邸で阿波踊りやうだつ黄

門一座によるストリートパフォーマンスを披露。12～13日は脇町劇場オデオン座を主

会場に、東映太秦俳優とうだつ劇団寺子屋による芝居公演を行います。

また、11日の夜には脇町稲田橋周辺で美馬市花火大会が、13日の夜には脇町商店街

（北町地区）とうだつの町並みで阿波踊り大会が開催されます。

お誘い合わせの上、ぜひお越しください。

８月１１日（月）

●午後１時～ 第３回うだつ黄門まつりオープニングセレモニー

黄門様ご一行お練り、徳島県警音楽隊パレード、うだつ黄門一座、

阿波踊り、踊る太鼓集団きらめきによるストリートパフォーマンス

（主会場：脇町うだつの町並み、吉田邸中庭）

●午後８時～ 美馬市花火大会（主会場：脇町稲田橋周辺）

８月１２日（火）

●午前11時～ うだつがあがる人情時代劇芝居

●午後２時～ 出演：東映太秦俳優、うだつ劇団寺子屋

演出：矢田清巳監督

（主会場：脇町劇場オデオン座）

８月１３日（水）

●午前11時～ うだつがあがる人情時代劇芝居

出演：東映太秦俳優、うだつ劇団寺子屋

演出：矢田清巳監督

（主会場：脇町劇場オデオン座）

●午後７時30分～ うだつのまち阿波踊り

（主会場：脇町商店街（北町地区）・町並み）

【問い合わせ先】商工観光課緯碓52２６４４

美馬市花火大会実行委員会（美馬市商工会内）緯碓53７３９３

写真家集まれ「四国のまほろば美馬市を撮ろう！」

第３回うだつ黄門まつりの熱気を写真に納めてみませんか。

撮影は第３回うだつ黄門まつりの期間内であれば自由に撮

影可。応募作品は市内観光施設やパルシーセントラルコート

等で展示を予定しています。

○規格等 ワイド４つ切りで応募は１人２点まで。

※応募締め切りは、８月29日（金）。

審査の上、優秀作品には表彰と記念品を贈呈します。

【問い合わせ先】商工観光課緯碓52２６４４

うだつの町並み イベントガイド
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夏の穴吹川で、森林・自然とじっくりふれあい

ませんか？森林・自然の多様なしくみやはたらき

に感動や驚きをともにしたり、クラフトやゲーム

遊びをしたりしませんか？

●と き ７月27日（日）・８月２日（土）

８月３日（日）午前９時30分～正午

●受付および集合場所

７月27日：穴吹ふれあい広場

８月 ２・３日：リバーサイドしでの家

●体験教室内容

○押し花・葉づくり ○草木染め

○竹クラフト ○木工クラフト

○植物や虫の観察 ○野外ゲーム など

※開催日によって、内容の変更があります。詳しくは下

記にお問い合わせください。

●参 加 料 無料

●対 象 者 小・中学生およびその家族

●受付期間 ７月10日より開催当日までの間に

お申し込み下さい。

●申込・問い合わせ先

林政課緯碓52２６３４

７月は、美馬市人権教育推進強調月間です。

差別のない社会づくりをめざして、「人権講演

会」（市人権教育推進協議会・市・市教育委員会主

催）を開催します。入場無料、手話通訳もありま

す。多くの人の参加をお待ちしています。

●と き ７月28日（月）午後１時30分～３時

（受付：午後１時～）

●ところ うだつアリーナ

●講 師 ジャーナリスト 江川紹子氏

●演 題 「混迷の時代を生きる“命の重さ”」

～私の取材ノートから～

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいででででででででででででででででででででででででででででででででででみんなおいでよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
2222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000008888888888888888888888888888888888穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室のののののののののののののののののののののののののののののののののの開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開2008穴吹川自然体験教室の開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催のののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお らららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

●問い合わせ先 生涯学習課緯碓63２１７７

江川紹子

（ジャーナリスト）

神奈川新聞勤務を経て、

1987年にフリージャーナ

リストに。オウム真理教

への取材姿勢とその活動

が高い評価を得て、‘95年

菊池寛賞を受賞。現在、

報道番組のコメンテー

ターや雑誌連載など多岐

にわたって活躍中。

主催：木屋平地域づくり実行委員会 後援：美馬市・美馬市観光協会

年に一度の「夏祭り」です。みんなで楽しみましょう！！

８月14日（木）
●カラオケ大会

（木屋平中学校体育館）

午後７時～

８月15日（金）
●アメゴつかみ取り（川上妙見神社前）

午後１時～

※穴吹川増水の場合は

中尾山高原・せせらぎ公園で開催

８月15日（金）（木屋平中学校グラウンド）
●もち投げ（福引付き）

午後７時～

●まわり踊り・阿波踊り

午後７時30分～

阿波踊りコンテスト開催…ちびっ子集まれ

●打ち上げ花火（約200発）

午後８時30分～

○この他、射的や輪投げなど楽しい

イベントがいっぱいあるよ！

緑とふれあい夏祭り

８月23日（土）午後７時～
中尾山高原で音楽とともに楽しい交流をしませんか？

●大村和生 LIVEinこやだいら（中尾山高原体育館）
※ギターコンサートと忌部楽団の民族楽器演奏

その他、ふれあいグランドゴルフ大会、ソフトバレー
ボール大会を開催予定です。

※決められた駐車場はありません。車両等の通行の

妨げにならないように注意して駐車してください。

【問い合わせ先】

木屋平総合支所企画総務課緯 碓68２１１１
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文部科学省は、地域住民が学校支援ボランティアとして活動する体制を整備する「学校支援地域本部事業」

を全市町村で実施することをめざしており、美馬市では９月１日から穴吹中学校区で活動を開始する準備を

進めています。

下記の活動例のようなボランティアを無償で支援・協力をいただける、地域の皆さまの応募をお待ちしてい

ます。

入 隊試験期日受付期間資 格募 集 種 目

21年３月下旬～４月上旬

1次：9月20日
2次：10月9～16日

８月１日～９月10日
18歳以上
27歳未満の者

一 般 曹 候 補 生

９月28・29日８月１日～９月10日18歳以上
27歳未満の者

女子
２等陸・海・空士

通知書で通知受付時に通知常 時男子

21年３月下旬～４月上旬
1次：9月23日
2次：10月18～23日
3次：11月15～12月12日

８月１日～９月10日
高卒（見込含）
21歳未満の者

航 空 学 生

21年３月下旬～４月上旬
1次：10月25日
2次：11月22・23日

９月８日～９月30日
高卒（見込含）
24歳未満の者

看 護 学 生

平成20年度自衛官募集案内

穴吹中学校区で「学校支援地域本部事業」がまもなくスタート
～学校支援ボランティアを募集します～

一例ですので、学校支援に熱意を持ち、この他にも技術を持っている人はぜひご応募ください。

ボランティアにかかる保険は事務局で負担します。
【問い合わせ先】生涯学習課緯碓63２１７７

学習支援活動・・・・各々の授業（総合的な時間の中での協力、家庭科実習、生活科・理科における

「地域学習」、書道等）において、担当教員の補助として支援（教職員免許状保持者）

部活動指導・・・・・クラブ活動の指導者を支援（スポーツ経験者・文化芸術経験者等）

環境整備・・・・・・校内環境整備（花壇・校庭・図書室・プール）の支援（造園業関係、電気技師・

大工等）

登下校安全確保・・・登下校中における通学路の安全指導

学校行事の開催等・・学校および地域等が連携して行う学校行事や合同行事の実施

活動例
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市は、住民票、戸籍謄本等各証明書の請求時に来庁された人の『本人確認』を行っています。窓口に

お越しの際は、本人確認のための書類をご持参ください。

本人確認は、各種証明書を本人になりすまして不正に取得することを防ぎ、個人情報を保護するため

に実施するものです。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

住民票・戸籍謄本などの請求の際に

本 人確認が必要になりました

※上記の免許証等をお持ちでない人は、健康保険証と年金証書など２種類以上の本人名義のものを提示していただき、

質問による確認も併せて行います。

（注）代理人が請求する場合（来庁された代理人の本人確認を行います）

①住民票関係請求の場合・・同一世帯以外の人が請求する場合は、委任状が必要です。

②戸籍等請求の場合・・・・配偶者や親子など直系親族でない人が請求する場合は、委任状が必要です。

【問い合わせ先】市民課緯 碓52８００１
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金
の
申

請
な
ど
、
詳
し
く
は
、
下
水
道
課

緯
碓52
８
０
３
０
へ
。

乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
の
更

新
の
時
期
が
き
ま
し
た
。
受
給

者
に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
下

記
の
要
領
に
よ
り
、
更
新
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
現

在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
は
、
新
た
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
者
は
０
～
７
歳

未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
で
す
。

持
参
す
る
も
の

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
と

印
か
ん
、
健
康
保
険
証
（
お
子
さ

ん
の
も
の
）

※
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
（
平

成

年
1
月
1
日
に
住
民
票
が
な

20
か
っ
た
人
）
は
、
前
住
所
地
で
所
得

課
税
証
明
書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

児
童
・
障
害
福
祉
課

緯
碓52
５
６
０
６

福

祉

乳
幼
児
医
療
受
給
者
証

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

乳幼児医療受給者証の更新手続き 受付日

対象地域場 所日 時

美馬町
美馬市産業センター中会議室
（美馬庁舎北隣 １階）

8月18日（月）～19日（火）
午前9時～午後4時30分

穴吹町
美馬市保健センター母子指導室
（穴吹庁舎西隣 ２階）

8月21日（木）～22日（金）
午前9時～午後4時30分

木屋平
木屋平総合支所福祉環境課
（木屋平総合支所 １階）

8月25日（月）
午前9時～午後4時30分

脇 町
児童・障害福祉課
（脇町庁舎 １階）

8月25日（月）～26日（火）
午前9時～午後4時30分

免許証やパスポートなど官公署発行の写真付き身分証明書に

なるものの提示をお願いします



21 広報みま2008（平成20）年7月号

普通救命講習とは？
普通救命講習は救急隊が来るまでの間、心肺

蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取り扱

い、大出血時の止血法などの応急手当ができる

ようになることを目的とした講習です。講習料

は無料です。ぜひ、ご参加ください。

●と き ８月７日（木）午前９時～12時

●と こ ろ 美馬市消防本部２Ｆ大会議室

●申込締切 ７月23日（水）

※定員３０人で締め切ります。講習料は無料です。

●申込方法

美馬市消防本部救急救助課の備え付けている

応募用紙に必要事項を記入し、お申し込みくだ

さい。なお、申込用紙は美馬市ホームページか

らもダウンロードできます。

【問い合わせ先】

美馬市消防本部救急救助課緯碓52３０６１

普通救命講習会開催のお知らせ

徳島県母子寡婦福祉連合会では県西部の一人

親家庭の皆さんを対象に、めだかの学校子育て

講座を開催します。山や川の探検（雨天時には体

育館内でのゲーム）や昔の懐かしい遊び、地元の

食材を用いたバーベキュー大会が行われます。

この機会に親子そろって参加してみませんか。

●と き ７月27日（日） 午前10時現地集合

●ところ 阿波市市場町日開谷野田原

（旧日開谷小学校跡）

●参加費 一世帯 500円

●協力者 阿波市ボランティアグループ

めだかの学校

※参加を希望される人は、7月15日までに下記まで、

お申込ください。

【申込・問い合わせ先】

児童・障害福祉課緯碓52５６０６

ひとり親家庭の皆さんへ

『めだかの学校 一日体験入学』

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
の
受
給
者
で
、
現

況
届
を
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出

さ
れ
な
い
と
、
手
当
の
支
給
が

停
止
さ
れ
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
（
公
務
員
の
人
は
、
勤
務

先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ
先

児
童
・
障
害
福
祉
課

緯
碓52
５
６
０
６

薬
物
乱
用
と
は
、

遊
び
や
興
味
本
位

で
危
険
な
薬
物
を

不
正
に
使
用
す
る

こ
と
で
す
。

現
在
、
違
法
に
乱
用
さ
れ
て

い
る
薬
物
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に
購

入
で
き
る
た
め
、
利
用
者
自
身

が
違
法
な
利
用
を
行
わ
な
い
と

い
う
強
い
自
覚
と
正
し
い
知
識

が
必
要
で
す
。

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思

わ
ず
、
薬
物
乱
用
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
得
る
機
会
を
家
庭

や
学
校
で
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま

た
話
し
合
え
る
場
を
増
や
し
、

相
談
で
き
る
環
境
を
創
り
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止

美
馬
保
健
所
管
内
協
議
会

緯
碓52
１
０
１
７

と

き

８
月

日
（
水
）

13

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ

・
脇
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
美
馬
文
化
会
館

・
三
島
会
館

・
木
屋
平
総
合
支
所

問
い
合
わ
せ
先

人
権
課
緯
碓52

８
０
１
０

市
は
、
計
画
的
な
農
地
の
利

用
を
図
る
た
め
、
農
用
地
利
用

計
画
を
定
め
、
農
業
上
の
利
用

を
確
保
す
べ
き
土
地
を
「
農
用
地

区
域
」
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る
と

き
は
、
事
前
に
農
用
地
利
用
計

画
を
変
更
し
、
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
年
間
３
回

20

（
４
月
・
８
月
・

月
）
除
外
申

12

出
の
受
付
を
計
画
し
て
お
り
、

今
回
は
８
月
受
付
分
と
な
り
ま

す
。
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
期

間
内
に
申
出
を
し
て
下
さ
い
。

申
出
受
付
期
間
は
、
平
成
20

年
８
月
１
日
か
ら

日
ま
で
の

29

間
で
す
。

※
農
地
（
田
・
畑
）
は
、
多
く
の
場
合
、

法
律
に
よ
っ
て
農
業
以
外
の
用
途
に

利
用
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
無
断
で
農
地
を
農
業
以
外

の
用
途
に
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
農
地
を
農
用
地
以

外
の
用
途
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
農
地
の
存
在
す
る
地
区
に
よ
っ
て
、

農
振
除
外
や
農
地
転
用
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
政
課
緯
碓52
２

６
３
３
へ
。

薬
物
乱
用

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」

農

業

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
受
付
に
つ
い
て

相

談

特
設
人
権
相
談
所
開
設
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税

金

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
や

税
務
署
な
ど
の
公
的
機
関
を

装
っ
て
、「
保
険
料
や
税
金
を
還

付
す
る
た
め
の
手
続
き
」
と
ウ
ソ

を
言
っ
て
、
被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
さ
せ
、
知
ら
な
い
う
ち

に
口
座
間
送
金
さ
せ
る
詐
欺
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
公
的
機
関

が
還
付
金
等
の
受
け
取
り
の
た

め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

美
馬
警
察
署
緯
碓52
０
１
０
０

つ
る
ぎ
警
察
署緯

碓62
３
１
１
０

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
の

納
期
限
は
７
月

日
（
木
）
で
す
。

31

納
付
書
を
確
認
の
う
え
、
早
め

に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
市
役
所
各
庁
舎
の
会
計
課
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
は
、
７
月

日
に

31

指
定
金
融
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
の
で
、
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら

市
税
を
自
動
的
に
振
り
替
え
る

口
座
振
替
制
度
は
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
納
付
の
た
め
に
金
融

機
関
へ
出
向
く
必
要
が
な
い
の

で
、
安
全
便
利
で
す
。
市
内
の

金
融
機
関
で
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
預
貯
金
通
帳
と

通
帳
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

・
阿
波
銀
行

・
美
馬
農
業
協
同
組
合

・
徳
島
銀
行

・
四
国
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
緯
碓52
５
６
０
２

緯
碓52
５
６
０
３

①
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃
金
を

支
払
っ
た
場
合
の
罰
則
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
派
遣
労
働
者
に
は
、
派
遣
先

の
地
域
（
産
業
）
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
規
定

が
廃
止
さ
れ
、
減
額
特
別
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
労
働
局労

働
基
準
部
賃
金
室

緯
０
８
８

6
5
2

９
１
６
５

三
好
労
働
基
準
監
督
署

緯
０
８
８
３
碓72
１
１
０
５

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
照
明
器
具
の

電
源
コ
ー
ト
や
ソ
ケ
ッ
ト
等
を

新
し
い
も
の
に
交
換
す
る
な
ど

の
電
気
的
加
工
を
行
い
電
気
用

品
と
し
て
販
売
す
る
場
合
に
、

電
気
用
品
安
全
法
第
８
条
第
１

項
（
技
術
基
準
適
合
）
を
免
除
す

る
例
外
承
認
制
度
に
よ
り
申
請

市
税
等
の
お
支
払
い
は

簡
単
便
利
な
口
座
振
替
で

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

県立テクノスクール10月入校の
訓練生を募集高齢者の就職機会を促進するため、下記の講

習を開催します。

◎事務補助養成講習会（パソコン講習）

開講日：8月19～28日

◎緑地保全管理講習会（せん定講習）

開講日：9月08～17日

●対 象 者 60歳以上の人

●開催場所 脇町老人福祉センター

●受 講 料 無 料

●申込方法

7月14日～18日の間に（社）美馬市シルバー

人材センター（脇町老人福祉センター内）へ申込

にお越しください。

なお、応募者多数の場合は抽選とします。

【問い合わせ先】

（社）美馬市シルバー人材センター緯 碓53２１４１

高齢者技能講習会の受講者募集

●申込期間 ８月１日～９月４日

●選考日時 ９月19日（金）午前10時～

●選考場所 入校志望の県立テクノスクール

●選考方法 面接を行い、公共職業安定所と協

議の上、合否の判定を行います。

●対 象 者 離転職者等で、公共職業安定所か

ら受講あっせんを受けた人

●申 込 先 居住地を所管する公共職業安定所

●問い合わせ先

西部テクノスクール緯碓62３０６７

阿南テクノスクール緯０８８４碓26０２５０

●訓練科および申込み、選考日程

訓練期間定 員募集訓練科校 名

６か月15人ＯＡ処理科阿南校

６か月15人設備施工科西部校

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
の
納
期
限

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す

お

知

ら

せ

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
照
明
器
具
等
の

販
売
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
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場 所日 時

穴吹農村環境改善センター
8月07日（木）

午後01時30分～午後3時
9月04日（木）

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー
（デイサービスセンター池月苑隣）

7月19日（土）
午前09時30分～午前11時

8月23日（土）

脇 町 老 人 福 祉 セ ン タ ー
7月16日（水）

午前10時～午前11時30分
8月20日（水）

つ る ぎ の 里未定（社協までお問い合わせください。）

参加対象者は、０歳から就学前の子どもとその保護者。妊娠中の

人も参加できます。参加費は、子ども一人につき１回100円（おやつ、

材料代等）です。気軽に参加してください。

【申込・問い合わせ先】 美馬市社会福祉協議会緯 碓53７４３２

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”

『ふれあい子育てサロン』の案内

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

具
体
的
な
手
続
き
は
、
電
気

用
品
安
全
法
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
t
i
.
g
o
.
j
p
/
p
o

l
i
c
y
/
c
o
n
s
u
m
e
r
/
s
e
i
a
n
/
d
e
n
a
n

/index.htm

）

こ
れ
ま
で
、
専
用
の
衛
星
通

信
機
器
に
よ
り
視
聴
し
て
い
た

「
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
」
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

「
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
文

部
科
学
省
が
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
科
学
技
術
に
関
す
る
学

習
コ
ン
テ
ン
ツ
（
映
像
・
音
声
や

テ
キ
ス
ト
資
料
等
か
ら
な
る
内

容
）
や
情
報
等
を
全
国
に
提
供
す

る
教
育
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
」
手
軽
に
情
報
の
提
供
や
学

習
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
「
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
」
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

(http://www.elnet.go.jp)

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教

室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と

き

毎
週
日
曜
日

午
前

時

分
～

10

30

と
こ
ろ

美
馬
文
化
会
館

内

容

日
本
語
初
級

そ
の
他

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
、
ご
説
明

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

美
馬
文
化
会
館緯

碓63
４
６
４
６

井
川
氏
宅

緯
碓63
４
５
２
２

山
口
氏
宅

緯
碓63
２
４
８
９

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31

日
現
在
で
常
用
労
働
者
を
１
人

か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
規

模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労

働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動

向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に

す
る
な
ど
の
目
的
を
も
つ
大
切

な
調
査
で
す
。
調
査
対
象
と
な

る
事
業
所
に
は
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
訪
問

し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
、
ま
た
、
統
計
以
外

の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
統
計
調
査
課

緯
０
８
８

6
2
1

２
１
３
８

総
務
課

緯
碓52
１
２
１
２

エ
ル
・
ネ
ッ
ト
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

募

集

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い

日
本
語
教
室
に

来
て
み
ま
せ
ん
か

煙日時 ７月12・26日（土）

午後２時～午後２時30分

煙場所 脇町図書館こども室

楽しいお話や、紙しばいをし

ます。（ボランティアグループ

たんぽぽ）

おはなし会＊＊ ＊＊

煙煙煙 献 血 煙煙煙

次の日程で移動献血車がきま

す。献血にご協力ください。

7月28日（月）

▼美馬警察署（脇町）

午前10時～11時

▼県土整備部・若宮作業所（脇町）

午後０時30分～１時30分

▼ 美馬市役所穴吹庁舎

午後2時～4時
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認定農業者制度とは、経営改善を図ろうとする70歳未満の農業者が作成した

「農業経営改善計画」を市が認定し、その計画達成に向けた取組を関係機関・団

体が支援する仕組みです。

また、「新たな食料・農業・農村基本計画」では認定農業者への支援の集中

化・重点化が明確に打ち出されています。これらの支援施策を受けるためにも、

認定農業者になりませんか。

認定農業者に対する質問・相談については、農政課（美馬市担い手育成総合

支援協議会事務局）または県美馬農業支援センターまでお問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】農政課（美馬市担い手育成総合支援協議会事務局）緯 碓52２６３３

徳島県美馬農業支援センター緯 碓53２３１３

農業経営改善計画とは・・・

経営規模や所得、労働時間を数字で表しながら、自らの経営改善の現状を点検し、５年後の経営

目標（目標所得３００万円、労働時間２,０００時間以内）と達成に向けた方策を具体的に計画します。

『あなたも認定農業者になろう』

利用権設定とは・・・

「高齢化等により農地の維持管理ができなくなってしまった」という人（貸し手）や「もっと経

営面積を増やして経営規模を拡大したい」という人（借り手）を結びつける制度で、農業委員会の

許可を受け、市が公告し契約が成立します。

・手続きは簡単で、農地法の許可は不要です｡

・貸した農地は､契約期間が終了すれば､離作料を支払うことなく返してもらえます｡

・利用権の設定期間中は安心して耕作ができます｡両者の合意があれば契約の更新もできます。

【問い合わせ先】農政課（美馬市担い手育成総合支援協議会）緯 碓52２６３３

農地をお持ちのみなさんへ
～耕作していない農地をあずけてみませんか～

近年、農家の高齢化や農家数の減少などにより耕作放棄地がふえています。

「農地はあるが高齢で作付けできない。」「後継者がなく規模を縮小したい。」など耕作していない農地を

お持ちの人、農業をはじめたい人や規模を拡大したい人に利用権を設定し、農地をあずけてみませんか。

詳しくは農政課にお問い合わせください。

貸 し 手 借 り 手

農地の管理をどうしようか？

煙会社が忙しいので農業に手がまわら

ない。

煙年もとったし、後継者もいない。

経営を拡大、改善したい!!

新規に農業をはじめたい!!

煙農地を借りて、規模拡大したい。

煙生産性の高い農業経営に改善したい。

利用権設定
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美馬町の中山路には、白鳳時代（約1,300年前）に創建された

徳島県で最古の寺院跡「郡里廃寺跡」があります。

現在、史跡公園化を目指して発掘調査を行っており、次第にそ

の姿が明らかになってきました。郡里廃寺跡は、100ｍ四方を塀

で取り囲み、その中心に塔と金堂が東西に並ぶ「法起寺式伽藍配
ほっき じ しき が らんはい

置」でした。特に塔の芯礎（塔の芯柱を受ける礎石）の構造、
ち

戯
ぎ

画瓦、鴟尾（シャチホコと同じ位置に飾られる瓦。県内では唯一
が かわら し び

の出土例）の出土などが注目されます。

郡里廃寺は、美馬郡を治めた豪族が先祖供養のために建立した

氏寺であり、法隆寺などの国の中心的寺院と比べれば若干規模は

見劣りしますが、当時の地方寺院として決して小規模な寺院では

ありません。郡里廃寺の創建当時は、阿波国では他に類を見ない

ほどの規模の立派な寺院であり、人々はその壮大な寺院の姿に感

嘆したと思われます。また、当時の寺院建築は、土木や建築の最

先端技術の結晶であり、そのような寺院を阿波国で最も早く建立できた美馬を治めた豪族は、非常に強

い勢力を誇っていたことでしょう。

▲塔の芯礎跡

▲廃寺跡から出土した軒丸瓦

郡里廃寺跡
こう ざと はい じ あと

美馬の歴史と文化 １

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

３
月
議
会
に
お
い
て
、
美
馬
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
藤
井
清

春
氏
（

歳
、
蕨
草
）、
上
野
武
彦
氏
（

歳
、
赤
谷
）、
眞
鍋
政
利
氏
（

歳
、

76

79

65

猪
尻
仲
ノ
町
）、
藤
見
誘
氏
（

歳
、
中
屋
）、
宮
本
房
義
氏
（

歳
、
森
遠
２
）

69

61

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月

日
に
開
い
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
委
員
長
に
藤
井

29

清
春
氏
を
互
選
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

委員長
藤井 清治氏

眞鍋 政利氏

上野 武彦氏

藤見 誘氏

宮本 房義氏

５
月

日
に
開
か
れ
た
美
馬
市
議

12

会
臨
時
会
で
、
美
馬
市
公
平
委
員
に

藤
本
信
一
氏
（

歳
、
稲
田
町
）
が

74

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24

年
６
月
９
日
ま
で
。

美
馬
市
が
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

し
て
い
た
、
野
々
村
久
惠
氏
（

歳
、

53

北
）
が
、
７
月
１
日
付
で
同
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

藤本 信一氏

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

野々村久惠氏
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対戦相手会 場日 程

モンテディオ山形鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後6時キックオフ7月19日（土）

ヴァンフォーレ甲府鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後5時キックオフ8月09日（土）

ベ ガ ル タ 仙 台鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後6時キックオフ8月24日（日）

横 浜 Ｆ Ｃ鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後6時キックオフ9月07日（日）

湘 南 ベ ル マ ー レ鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
美馬市民の日

午後6時キックオフ9月20日（土）

愛 媛 Ｆ Ｃ鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
ホームタウン感謝デー

未定9月27日（土）

サッカーＪ２ 徳島ヴォルティス 2008ホームゲームの案内

◆問い合わせ先 ㈱徳島ヴォルティス 緯０８８672７３３９ http://www.vortis.jp/

美馬市がホームタウンとなっているサッカーＪ２徳島ヴォルティスのホームゲームに、無料招待します。

この機会にぜひ、みんなで徳島ヴォルティスを応援しましょう。

観戦に際しては、下記の要領で、できる限り事前申込をお願いします。

《美馬市民の日・感謝デー観戦申込要領》

と き

①「美馬市民」の日 9月20日（土） ＶＳ湘南ベルマーレ

開場：午後4時～ キックオフ：午後6時～

②感謝デー（3市4町合同の日） 9月27日（土） ＶＳ愛媛ＦＣ

※時間に関しては未定のため、8月号広報もしくは、ヴォルティスＨＰでご確認ください。

ところ 鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

招待席 Ｂ席

対象者 美馬市民および美馬市に通勤・通学している人

事前申込 ①ふるさと振興課および各庁舎窓口での申込

②E-mailでの申込 ③ファクシミリでの申込 ④はがきでの申込

申込内容 （1）観戦希望日（両日の申込も可能です）

（2）代表者の名前・住所・郵便番号・電話番号

（3）希望枚数（１人の申込につき５人まで）

（4）希望者全員の名前を明記していただき、申込ください。

申込期間 平成20年９月10日（水） 必着

入場方法 当日は事前申込をされている方は、スタジアム外の美馬市受付コーナーで入場券を受け取って

から、入場してください。

また、事前申込ができなかった人は、受付場所に「広報みま」または美馬市民・通勤・通学して

いるという「証明」になるものを持参していただければ、当日も観戦できます。

そ の 他 小学生未満は無料です。申込の必要はありません。

【問い合わせ先】ふるさと振興課緯 碓52８００９ 思 碓53９９１９ E-mail:furusato@city.mima.lg.jp

〒777-8577 美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地

【注意事項】会場への缶・ビンの持ち込みはできませんので、予めご了承ください。
佼 佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼

美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 ののののののののののののののののののののののののののののののののののの

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島 ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
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対戦会 場日程・開始時刻

高 知オロナミンＣ午後6時7月13日（日）

香 川アグリあなん午後6時30分7月18日（金）

香 川アグリあなん午後6時30分7月19日（土）

福 岡アグリあなん午後6時30分7月20日（日）

福 岡アグリあなん午後6時30分7月21日（月）

愛 媛蔵 本 球 場午後5時7月25日（金）

愛 媛蔵 本 球 場午後5時7月26日（土）

四国・九州アイランドリーグ徳島インディゴソックスホームゲームの案内

市の国際交流員レムコ・ライコフさん（オランダ出身）、魏紅江さん（中国出身）と交流してみませんか。

出前講座は交流員により日本語で行われます。講座を通じてオランダや中国の文化に触れてみませんか。

少人数のグループでもかまいません。出前講座の希望のある人は下記要領によりお申し込み下さい。

鞄出前講座申込要領

蒲対象範囲…市内に在住または在学している人の団体、グループ（自治会、ボランティア、サークル等）

※ただし、政治・宗教・営利を目的とした団体、会議等は除く。

蒲対象人数…5～40人程度。

蒲講座時間…1時間30分（原則として、平日の午前10時から午後4時まで）

蒲講座会場…市内に限る（会場、準備等は依頼団体により手配して下さい。）

蒲申 込 等…①申込書：講座予定日の２週間前までに、総務課へ提出してください。

②諾否の決定：国際交流員と調整の上、１週間以内に連絡をします。なお、国際交流員の

事務や日程等により希望に添えない場合があります。

③報告書：講座終了後１週間以内に報告書を総務課へ提出して下さい。

※申込書および報告書は、総務課、脇町庁舎総合窓口課、美馬庁舎総合窓口課、木屋平総合支所企画総

務課に備えています。

【問い合わせ先】総務課緯 碓52１２１２

国際交流員出前講座のお知らせ

◆入場券 （ ）内は当日券の料金 ※全席自由席、未就学児は無料

大人券（高校生以上） 800円（1,000円） 小人券（中学生以下） 400円（500円）

※回数チケットもあります。

◆問い合わせ先 徳島インディゴソックス球団㈱ 緯０８８692１９４５

※オロナミンＣはオロナミンＣ球場、アグリあなんはアグリあなんスタジアムをさす。

対戦会 場日程・開始時刻

愛 媛蔵 本 球 場午後5時7月27日（日）

長 崎蔵 本 球 場午後5時8月01日（金）

長 崎蔵 本 球 場午後5時8月02日（土）

長 崎オロナミンＣ午後6時8月03日（日）

香 川蔵 本 球 場午後5時8月11日（月）

香 川アグリあなん午後1時8月13日（水）

市内在住の中国人の人で暮らしに関することや各種手続きなどの相談を必要とするとき、中国からの

国際交流員魏紅江さんが対応します。下記の電話番号までお気軽にお電話下さい。

緯 碓52１２１２ 受付時間：午前10時～午後５時（土日、祝日を除く）

※国際交流員が他の業務のため不在の時は対応できない場合があります。ご了承下さい。

中国人（電話）相談の案内

面向中国人的（电话）咨询服务
住在市内的中国人如有关生活方面的事或各种手续等需要咨询时，中国国际交流员魏红江将为大家进

行电话咨询服务，电话号码和咨询服务时间如下：

緯 碓52１２１２ 咨询服务时间：上午10:00-下午5:00（星期六、日及节假日休息）

＊如国际交流员因其它业务不在时将无法提供咨询服务，请大家给予理解。
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こんにちは皆さん。最近イタリアのナポリ市に大変なゴミの問題が

発生したことを知っていますか？この前にちょっとテレビのニュース

で見たんだけれど、ナポリ市の周りのゴミ捨て場は全部いっぱいで、処

分するところがないのに相変わらず市民がゴミを道に出しているから、

そのゴミが何ヶ月間も道に置きっぱなしになっていますよ。可愛そう

なナポリ人です。しかし、正直に言うと、あの汚れはやっぱ自分のゴミですね。

このナポリの事情はけっこう極端的な話かもしれないけれ

ど、ゴミの問題は世界中でだんだん大きくなっていくに違い

ないと思います。なぜかと言うと、人間が生み出すゴミの量

はますます増加していきます。一方ゴミが捨てられる場所は

ますます減っていきます。オランダもそうだし日本もそうで

す。この多量のゴミは人間にも環境にも過重な負担になって

いると思います。その上に、多くの人々がゴミに対して持っ

ている考え方・行動もちょっと変だと思います。「自分の家

の前や自分の庭じゃないと、どこでもゴミを捨てたり、残し

たりしてもいい」と言う感覚ですね。「自分の目の前にゴミ

が見えないと問題はない」と言う考え方は大間違いだと思い

ます。自分のゴミは皆の問題になりますよ。

残念ながらアムステルダムを歩くとゴミがいっぱい見えます。長崎県の

ハウス・テン・ボスとは雰囲気が全然違います、あんなに汚れていて。２･

３年前にフランス人の友達が遊びに来た時に、「アムスの道はめっちゃゴミ

だらけでビックリしたよ！」と言われました。その他、毎年アムスの運河か

らゴミが何トンも引き上げられています。（テレビや自転車や冷蔵庫や車

など）アムステルダムのボンデル公園を歩くと林の中に新聞や空き缶、赤

ちゃんのおむつ、麻薬常用者の注射器まで見えますよ。私はその事がすご

く頭にきます。

美馬市でも勝手に捨てられたゴミは重大問題だと感じます。北か南の山

に入ると不法に投げ捨てられたゴミがいっぱい見えると思います。（特に

険しい山の斜面に）道沿いに大量の空き缶･空き瓶が散乱している道も多い

し、この前穴吹川（四国―の清流）に行った時にゴミでいっぱいのビニー

ル袋や弁当箱やペットボトルもたくさん見付けました。いったい誰が素晴

らしいこの自然の中に自分のゴミを残したかなー、と。

ゴミ問題に関しては、次の対策を一所懸命進めたいと思います：

●皆が出来るだけ自分の生み出すゴミの量を減らすべき。

（買い物に行く時必ず自分の袋を持って行くこと。梱包材料の多い商品を買わないこと。まだ使える中古品をゴ

ミに出さずに、インターネットや中古品屋で再利用のために安く売ること。自分の消費を減らすこと。）

●皆が必ず自分のゴミをリサイクルの為に分別して、指定された日に出すこと。

（個人的な好みは、どの日でも自分の分別したゴミを入れられる外の地下ゴミ箱があればいいと思います。）

●自然（町･道･川･山）にゴミをポイ捨てする人にものすごい罰金を課すること。

（例えば、吸殻：10,000円・空き缶：30,000円・家庭ゴミ：50,000円など）

現在の人間が今の世界･環境を大事にしないと次の世代はゴミの山の上に住んでいるに違いありませ

ん。

レムコ・ライコフさん

自分のゴミは皆の問題

国際交流員レポート⑩

▲ナポリ市の町なかのごみ

▲オランダにある地下ゴミ箱
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皆さん、高級石材として日本でも有名な大理石の名前の由来をご存

知でしょうか。実は大理石の名前の由来は中国雲南省の大理という地

名から来たそうです。雲南省の大理石は古くから大理で産出されて、

大理国の時代に有名になり、それ以降「大理石」と呼ばれるようになり

ました。

大理市は中国雲南省の大理州にあり、大理州の州都でもあります。唐の時代では「南昭国（なんしょ

うこく）」、宋の時代では「大理国（だいりこく）」の都となっていました。昆明（こんめい）から北西

方向に350km離れています。飛行機で30分、高速バスで4時間かかります。総面積は1,815挨で、西

は大理蒼山国家地質公園で、真ん中は有名な洱海（じかい）という湖があります。

大理市は主に白（ぺー）族を主体に少数民族が多く住む地域です。人口は58.98万人（2006年）いま

すが、65％は白族です。白族は独自の言葉、文化、生活習慣を持っています。自分の民族の言葉で女の

子を「金花（きんか）」、男の子を「阿鵬（あぽん）」と呼びます。大理市の人々は独自に「本主（ぽん

じゅ）」という宗教を信じています。毎年3月になると、「三月街（さんがつがい）」という年中最大の

祭りを行います。白族の文化を披露するだけではなく、一つ大きな交易場として付近の住民が集まって

きます。

大理は古くから日本とのつながりがあったそうです。14世紀後半（約600年前）、日本４人の僧侶が

大理を訪れ、禅や詩吟を学び、仏教文化の交流を行いました。しかし、当時の海外渡航を制限した「海

禁政策」により、４人は帰国できず、大理で亡くなりました。地元の白族が日本人僧侶４人の遺骨を納

めた供養塔を建て、現在も残っています。

大理は世界的な観光地として、毎年国内で500万人以上、海外からは13万人前後が訪れます。観光

名所は大理古城（だいりこじょう）、三塔寺（さんとうじ）、洱海、大理倉山国家地質公園、蝴蝶泉（こ

ちょうせん）公園、藍染工場（中国で一番大きな産地とも言われている）、大理石芸術品売り場などが

あります。

中国でよく知られている「下関の風、上関の花、蒼山の雪、洱海の月」ということわざは、大理市の

自然景色をうまく表現しています。大理市は年中風が強く吹きます。白族は花が好きで、大理の花は椿

と蘭が主に有名です。蒼山（そうざん）は標高

が高くて、頂上に年中雪が積もっています。遠

くからみても美しい景色になります。もう一つ

は洱海の月です。この洱海という湖は水がきれ

いで、夜、月が湖に映って、海岸から見ながら、

柔らかい風を浴びると、とても爽やかです。

魏 紅 江さん
ギ コウ コウ

大理市紹介
だ い り し

国際交流員レポート③

▲大理市の位置図 ▲大理三塔



広報みま2008（平成20）年7月号 30

文文文文文文文文文文文文芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸広広広広広広広広広広広広文芸広場場場場場場場場場場場場場
研
ぎ
あ
げ
し
鎌
包
丁
に
み
ど
り
さ
す

尾
張

恵
子

ト
ラ
ッ
ク
に
豚
の
満
載
花
煙
草

藤
川

文
子

さ
み
だ
れ
て
唐
招
提
寺
主
席
来
る大

虎
吉

青
蛙
と
き
ど
き
雲
を
背
負
い
と
び谷

本

重
信

植
え
終
え
し
水
面
に
映
る
山
の
景岩

松

玉
藻

ぬ
き
ん
で
て
ぬ
き
ん
出
る
の
み
今
年
竹

遠
藤

香
奈

五
月
雨
に
こ
た
つ
が
欲
し
く
な
る
寒
さ

上
谷
千
恵
子

河
原
中
合
歓
ほ
こ
ろ
び
て
陣
を
敷
く

多
田

一
文

追
憶
の
果
て
し
な
き
も
の
遠
蛙

東
出
富
貴
恵

一
語
に
も
水
輪
拡
が
る
桜
桃
忌

真
鍋
ま
さ
女

母
の
忌
の
近
づ
い
て
お
り
梅
漬
け
る

八
木

寒
月

梅
漬
け
る
一
割
三
分
能
登
の
塩

山
本

美
子

梅
雨
入
り
の
期
人
露
知
ら
ず
も
か
な

津
江
尻
恒
仁

目
に
涙
鼻
は
つ
ま
る
や
麦
花
粉

須
藤

岩
子

終
戦
の
あ
れ
か
ら
今
の
食
べ
残
し田

所

米
子

露
天
風
呂
海
に
小
島
の
船
眺
め

西
岡
千
鶴
子

い
い
眺
め
つ
つ
じ
も
映
え
る
高
越
山

大
久
保
利
夫

同
じ
顔
眺
め
て
よ
く
ぞ
八
十
路
ま
で

門
田

和
子

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
た
ら
き
っ
と
良
い
眺
め

松
尾

泰
子

祝
日
に
日
の
丸
の
旗
見
え
ま
せ
ん鵜

山

早
苗

餌
の
な
き
車
の
中
に
蜘
蛛
が
お
る

我
を
と
ら
え
て
一
生
喰
う
気

芝
原
富
士
夫

愛
に
飢
え
人
目
を
避
け
て
餌
を
あ
さ
る

野
犬
悲
し
き
運
命
背
負
い
て

大
久
保
英
一

短
歌

川
柳

俳
句

医
療
法
人
桜
樹
会
の
櫻
木

章
子
理
事
（
木
ノ
内
）
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
市
に
多
額
の
寄
付

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ

て
い
る
櫻
木
さ
ん
は
「
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
役
立

て
て
」
と
寄
付
金
を
贈
呈
。

市
は
こ
の
厚
志
に
感
謝
し
、

み
ま
っ
こ
健
全
育
成
基
金
と
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寄

付

▲竹田教育長に寄付金を手渡す櫻木さん㊧

ブルーベリーには、目によい

とされるアントシアニンが豊富

に含まれています。健康によい

ブルーベリーの摘み取りをお楽

しみください。

●開園期間

８月中旬まで 休日の午前10時～

●入場料

大人（中学生以上）：1,000円

小学生：500円

小学生未満：無料

（おみやげ用100ｇパック付）

●入園受付 リバーサイドしでの家。駐車料無料

●問い合わせ先 緯＆思 碓53６４９４（大西氏）

しではら
ブルーベリー園へどうぞ

要予約
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美馬市人口統計

前月より7月1日現在

－26

－11

－15

＋16

33,891人

16,205人

17,686人

12,825人

人 口

男

女

世帯数

救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（貞）６２-５０５０林 眼 科火58/（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日207/

（半）６４-２０８８大 久 保 医 院水6（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院月21
（半）６４-２１１１武 原 外 科 整 形 外 科 医 院木7（脇）５２-１２５８成 田 病 院火22
（美）６３-３１７１木 下 （ 雅 ） 医 院金8（穴）５２-１２４３国 見 医 院水23
（美）６３-２２４５木 下 内 科 循 環 器 科土9（脇）５２-１５２９脇 町 中 央 医 院木24
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日10（脇）５２-２５８３桜 木 病 院金25
（美）６３-２００１佐 々 木 医 院月11（脇）５５-０３２１成 田 ク リ ニ ッ ク土26
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院火12（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日27
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院水13（穴）５３-８５３０平 野 整 形 外 科月28
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院木14（穴）５２-２３０３峯 田 病 院火29
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院金15（貞）６２-２００３北 川 医 院水30
（美）６３-２０２６真 鍋 病 院土16（貞）６２-２０６４古 城 医 院木31
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日17（貞）６２-２０５３谷 病 院金18/

（美）６３-２５６９折 野 病 院月18（貞）６２-５１６６田 村 医 院土2
（脇）５２-０９８８岡 内 科 病 院火19（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日3

（貞）６２-２０１２永 尾 病 院月4
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穴吹木屋平線「見ノ越」までのバス運行中

●「滝の宮・剣山線」バス路線図

※「滝の宮・剣山線」の時刻表や料金表は、美馬市ホームページまたは広報みま４月号をご覧下さい。

【問い合わせ先】木屋平総合支所福祉環境課緯 碓68２１１３ 商工観光課緯 碓52２６４４

市の代替バス事業穴吹木屋平線は、「滝の宮・剣山線」の運

行を再開しています。運行時間・料金は、昨年と同様で、運

行期間は次のとおりです。車窓から、清流穴吹川や剣山周辺

の山々の緑や紅葉などを楽しみませんか。また、中尾山高原

でのアウトドア体験や剣山へのハイキング、山登りにも、ぜ

ひ利用ください。

◎「滝の宮・剣山線」の運行期間

・ 7月12・13日《土・日運行》

・ 7月19日～8月31日 《毎日運行》

・10月４・５日 《土・日運行》

・10月11日～11月3日 《毎日運行》


